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研修名 場所 日　 程 内　 容

国内事前研修① JICA横浜 2023年6月24日（土）

･本研修概要
・派遣国
・視察先の説明　　　
・海外研修準備 
  （渡航手続き、健康／安全管理、素材収集の方法）

開発教育教員セミナー
（基礎編）

JICA横浜 2023年7月8日（土）
・開発教育のワークショップの体験　
・教材研究の方法

国内事前研修② JICA横浜
2023年7月15日（土）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

16日（日）

・開発教育のワークショップの体験　
・教材研究の方法
・前回参加教員との交流

海外研修 ブラジル
　2023年7月30日（日）

～8月12日（土）　　　
・開発途上国の現場体験
・教材研究のための素材収集

国内事後研修① JICA横浜 2023年8月26日（土）
・研修先で得た素材の整理
・教材
・授業案
・ワークショップの作成

国内事後研修② JICA横浜  2023年9月16日（土） 

実践授業 所属先
2023年9月

～2023年12月
・各所属先における授業実践等

開発教育教員セミナー
（応用編）

パシフィコ横浜
2024年1月13日（土）

14日（日）

※実践授業報告も行います。
・開発教育のワークショップの体験　
・参考事例発表
・教材研究の方法

最終報告会
山梨県地場産業
センター
かいてらす

2024年2月～3月
※神奈川県、山梨県で

各1回実施予定
・実践授業の報告発表会

研 修 日 程

　本研修は、国際理解教育や開発教育に熱心に取り組んでいる神奈川県・山梨県の教員や教育委員
会指導主事等の皆さんを対象に、実際に開発途上国を訪問することで、開発途上国が置かれている
現状や国際協力の現場、開発途上国と日本との関係に対する理解を深め、その成果を、学校現場等
での授業実践等を通じて、次代を担う児童・生徒の教育に役立ててもらうことを目的としています。
研修参加後は、JICA 国内機関と協力し、教育現場で開発教育を推進する中核となるような人材と
なってもらうことを期待しています。

　今回の研修先であるブラジルは多文化社会と呼ばれ、様々なルーツを持った人々が暮らしていま
す。日本からブラジルへの集団海外移住は1908年に始まり、これまで約25万人もの日本人が移
住し、現在ブラジルに日系人が200万人ほどいると言われています。
　今年の海外研修では、異文化との出会い、葛藤、困難、協力、希望を経験してきたブラジル社会
や日系人と触れ合うことで、多様性が尊重される社会・多文化が共生する文化への理解を深めて、
そのような社会・文化づくりへのご自身および次代を担う子どもたちの参加促進の手だてについて
も考えていただきます。
　参加者でチームを作りブラジルでの経験をいかしたワークショップをつくっていただきます。
そのため事前事後研修では、ブラジルや日系移民、国際理解教育や開発教育で使われる参加型学習
について、学んでいきます。

　神奈川県と山梨県の学校現場で国際理解教育・開発教育に取り組んでいる、または関心を持ち、
国内・海外の研修および報告会の全日程に参加可能な教員等で、所属長の推薦が得られる方。

　本研修は、開発途上国の社会・教育事情や開発途上国で行われている様々な国際協力活動の現場
視察（海外研修）と、海外研修の前後に行う国内研修（事前／事後）の2つのプログラムから成って
います。国内研修（事前）では、海外研修への準備としてワークショップ体験、素材収集の方法・教
材研究等を学びます。国内研修（事後）では、他の研修参加者と協働して開発教育の教材づくりに
挑戦します。その成果（教材）を駆使しての実践授業を通じて、同じ関心をもつ多くの教員の方々
と貴重な経験と成果を共有することを目指します。

教 師 海 外 研 修 と は
1. 教師海外研修の目的

2. 研修概要

3. 2023 年度のテーマ「多文化共生と移民」

4. 応募資格
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ブラジル現地で毎日のように行ったふりかえり会にて、ファシリテーターからのお題についてペアで語り合っている様子。
左から：森田、吉川、武井、奥村、川崎、長島、寺鍛冶、天田、米澤、本

氏　名 学　校　名 学年 ／  担当教科

1 天田 梨那 川崎市立土橋小学校 外国語専科
3‐6年

2 奥村 美奈子 横浜市立馬場小学校 2学年

3 武井 昴太 川崎市立梶ケ谷小学校 全科
特別支援級

4 本　祥馬 忍野村立忍野小学校 5学年

5 森田 靖子 横浜市立神橋小学校 6学年

6 吉川 亮介 座間市立相模が丘小学校 4学年

7 米澤 瑞綺 逗子市立沼間小学校 2学年

8 長島　瞳 藤沢市立高倉中学校 社会科
2学年

9 川崎 義碩 山梨県立甲府第一高等学校 英語
2学年

10 寺鍛冶 尚紀 神奈川県立二宮高等学校 英語
1学年

11 長縄 真吾 JICA横浜

12 中野 貴之 JICA横浜

13 福田 訓久 株式会社メディア総合研究所

海 外 研 修 参 加 者

（五十音順 ／ 所属等は2023年3月現在）

首　都
面　積 
人　口
民　族
言　語
宗　教 
政　体
主要産業
ＧＮＩ（名目）

一人当たりの GNI
経済成長率

通　貨
日本の援助実績

主要援助国（2016年：支出総額，単位：百万ドル，OECD/DAC）

在留邦人数

在日ブラジル人数

海 外 研 修 国 の 概 要

ブ ラ ジ ル 連 邦 共 和 国
（ Federative  Republic  of  Brazil ）

：ブラジリア
：851.2万平方キロメートル（日本の22.5倍）

：約2億784万人（世銀、2015年）

：欧州系（約48％）、アフリカ系（約8％）、アジア系（約1.1％）、混血（約43％）

：ポルトガル語
：カトリック約65％、プロテスタント約22％、無宗教8％（ブラジル地理統計院、2010年）

：連邦共和制（大統領制）

　：製造業、鉱業（鉄鉱石他）、農牧業（砂糖、オレンジ、コーヒー、大豆他）

　　   ：1兆9,200億米ドル（2022年、世銀）

　　　　　  ：8,917米ドル（2022年、世銀）

　　：3.0％（2013年）、0.5％（2014年）、-3.5％（2015年）、-3.3％（2016年）、1.3％（2017年）、　
　　  1.8%（2018年）、1.2%（2019年）、-3.9％（2020年）、4.6％（2021年）、2.9％（2022年）

　     （実質GDP、ブラジル地理統計院）
：レアル
　　　　：（1）有償資金協力（2020年度まで、E/Nベース）3,312.92億円
　　　　　（2）無償資金協力（2020年度まで、E/Nベース）55.49億円
　　　　　（3）技術協力（2020年度まで、実績ベース）1,209.82億円

　　　　：（1）ドイツ（233.79）

　　　　　（2）フランス（141.06）

　　　　　（3）日本（61.78）

　　　　　（4）英国（44.33）

　　　　　（5）米国（39.08）

　　：47,472名（2022年10月現在）（外務省在留邦人数調査統計）

　　　（日系人総数推定　約200万人）

　　　　　：207,456人（2022年6月法務省在留外国人統計）

（外務省ホームページより）
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日本からブラジルまでの移動中および現地到着

アトランタで1泊してサンパウロを目指す

●

●

　全員で研修に向けての意気込みを共有し羽田を
出発。しかし、羽田からの便が遅れ、アトランタ
空港の手続き場所が大混雑していたことにより、
乗り継ぎ便に間に合わないという事態発生。ま
さかのアトランタホテル泊、次の日の便に二手に
分かれて搭乗することになる。でもピンチはチャ
ンス！貴重な体験をすることができたと思うこと
にする。アメリカの空港にいても、日本と違う文
化を感じることができ、わくわくする。ブラジル、
待っていてください。（天田）

　昨日の不安はどこへやら、ある意味10時間以
上のフライトの後に１泊できたことはリフレッ
シュになった。アトランタから直行する組と、マ
イアミ経由組に分かれ、サンパウロを目指すこと
になった。サンパウロで会おう！と別れるも、離
れ離れになることに少し寂しさを感じた。仲間
意識が芽生えている証拠かなと思いうれしかっ
た。明日からの研修が楽しくなりそうだと実感
した瞬間だった。（奥村）

1 日目：7 月30 日 日

2 日目：7 月31 日 月

参 加 者 の 訪 問 先 所 感

自動販売機一つとっても日本と違う。すべてが新鮮。

マリオットホテルの朝食に大満足の笑顔。

研修名 場所 訪　問　先

7月30日
　

午後 羽田空港発

7月31日
午前 移動

午後 移動

8月1日

午前 サンパウロ空港到着
【技術協力】地域警察活動（ロータリー交番）

午後 日本移民資料館見学　
ふりかえり会

8月2日

午前 【ボランティア活動視察】ブラジリア学園

午後 サンパウロ州立移住博物館
ふりかえり会

8月3日

午前 【草の根技協】カサパーバ公立小学校3年生の環境野外授業視察

午後 【草の根技協】LFC‐Casa de Cirilo‐Caçapava
ふりかえり会

8月4日

午前 【現地学校視察】アルモニア学園

午後 【現地学校視察】サウージ学園
ふりかえり会

8月5日

午前 サンパウロ空港発～マナウスへ

午後 【技術協力】INPA（国立アマゾン研究所）フィールドミュージアム事業視察
盆踊りイベント参加（エフィジェニオサーレス自治会）

8月6日

午前 マナウス市営市場散策

午後 アマゾン川視察
ふりかえり会

8月7日

午前 【ボランティア活動視察】ジョゼフィーナデメロ校

午後 総領事館表敬
マナウス発～サンパウロへ

8月8日

午前 サンパウロ市営市場視察

午後
【現地学校視察】サンミゲルアルカンジョ市コロニアピニャールの日本語学校
【現地学校視察】公立学校視察
ピニャール地域のみなさまとの交流、ホームステイ

8月9日

午前 移住地内の農園を視察

午後 【草の根技協】PIPA 
帰国研修員との交流

8月10日 午前
ブラジル事務所にて研修報告会
【ボランティア交流】サンパウロ市内活動ボランティアの活動説明と意見交換会
事務所周辺視察

8月11日 午後 サンパウロ空港発

8月12日 午後 羽田空港到着

海 外 研 修 日 程
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ブラジル日本移民資料館見学●

　日本以外の国々からも、ブラジルに移住してき
ていたのだと知った。また、その博物館自体が昔
の移住者の住む場所だったことに驚いた。移住
者は、その中から外出ができないことに大変な生
活だったのだろうと思った。ブラジルにいる外
国籍の人数よりも、ブラジルの外に出稼ぎに行っ
ている人数が多いことに驚いた。（本）

　移民としてブラジルの発展に貢献された武田さ
んのお話をお聞きすることができました。JICA
横浜の移民資料館からだけでは決して知ることの
できない過酷な様子を、館内の資料やお話からう
かがうことができました。毎朝4時に起床し、原
生林を切り開くという過酷な肉体労働。にもか
かわらず、農具の支払いで負債がかさみ、1年目
は赤字状態。突貫工事でつくる小屋は間から雨
が入り込む。マラリアによって子どもたちは命
を落とし、持ってきた行李を棺桶がわりにして埋
葬する。想像を絶する苦悩の日々を、夢や希望、
意地、覚悟などを活力に乗り越えていくその生き
様に心から感動しました。そしてこの感動を覚
える、強く、たくましい姿はぜひ歴史教育ととも
に道徳教育の材としても扱いたいと思いました。
（武井）

世界中からの移住者について通訳付きでしっかり学んだ。

館内ガイド武田氏の話が胸にしみました。

サンパウロ州立移住博物館視察●

地域警察活動プロジェクト視察●

　日本式の交番制度を普及させる技術プロジェク
トが行われ、現在ではサンパウロから各州へと広
まりを見せているとのことでした。犯罪に対応
をするのではなく、防止をする。そのためには市
民との信頼関係の構築が肝要であるという考えの
もと、ラジオ体操や青少年向けのサッカー教室を
行うなど市民と顔を合わせる機会を大切にしてい
るようでした。
　私たち教員はときに子どもたちの不適応行動へ
の対応に迫られます。しかし一番大切なことは
それらに対処するのではなく、起こらないように
すること。そして、そのためにはテクニックもも

3 日目：8 月1 日 火

長旅にも負けず交番の前で笑顔の記念撮影。

ブラジリア学園視察●

　学校の施設見学や、日系社会海外青年協力隊員 
春田氏の授業を視察した。施設見学では教室、プ
レイルーム、音楽室、食堂、工作室など多くの教
室を見ることができた。私立の学校で、幼稚園の
子どもから受け入れている。子ども達が遊ぶ場
所も多くあり驚いた。常に子ども達のためにな
ることを考えて指導をしているという言葉が心に
残った。また、春日隊員の授業では、折り紙を用
いて、紙飛行機を作る授業を参観した。日本では、
なじみのある折り紙だが、ブラジルでは、ゼロか
らの指導のため、大きな折り紙を用意して伝えた
り、動画を見せながら指導をしていて、子ども達
も楽しそうに参加していた。（本）

4 日目：8 月2 日 水

ブラジリア学園長との対談では移住当時の話も聞けた。

ちろんですが、なにより大切なのは教師と子どもたちとの間にあたたかな人間関係が築かれている
ことなのだろうと思います。そういった意味で、対象は違いますが、同じ「人」を相手にする職業
である警察官の方のお話は、違った角度から自分の取り組みを見直すとともに人と関わる上での本
質的な示唆を与えていただく貴重な時間となりました。（武井）
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　先生たちはみんな明るく、子どもたちをあた
たかく見守っている姿が印象的な施設であった。
社会福祉と学校が密接につながることで、地域に
いる人たち一人ひとりを大切にしていることに気
が付いた。困っていることやできないことを地
域で支えるシステムは日本にもっと取り入れたい
システムであると感じた。日本から準備してき
た、日本文化を伝える交流会では、言葉の交流は
少なかったものの、文化を通して日本の伝統文化
を楽しんで伝えられたような気がした。（森田）

　「温かい…」校舎内、校長先生に会った瞬間に、
強烈な印象を受けた。「あなたのヒーローは誰？」
のインタビューでも、多くの子が「お父さん、お
母さん」と答えるのを垣間見て、サウージ学園で
は日本の言語・文化だけでなく、家族や人を思う
優しい心が育っているのだと感じた。校長先生
は、ブラジルで差別にあい、自身が辛い経験を
されながらも、子どもたちには深い愛情で接し、
笑顔からは優しさがにじみ出る方だった。「子ど
もたちが幸せになって、難しいブラジル社会を
ちょっとでも変えていってほしい」の言葉に、今
までの人生と教育観が集約されている気がする。
住んでる国・人種は違えど、子どもの心は一緒で、
未来につなげていく。日系社会の今…だけでな
く、教育者としてどうなりたいかを考えさせられ
た訪問だった。（吉川）

LFC- Casa de Cir i lo – Caçapava

サウージ学園

●

●

日本の文化体験コーナーをつくり、子どもたち、先生たちに 
楽しんでもらいました。みんなの笑顔に私たちも元気をもらい
ました。日本文化の素晴らしさを改めて実感しました。

「あなたのヒーローは誰？」と教室でインタビュー。

　私たち一人ひとりの勤務学校を検索しネームプ
レートとして準備してくださったり、朝ごはんや
手作りのプレゼントで心のこもったおもてなしを
してくださったり、たくさんの準備をして私たち
を迎えてくださったことに感激した。日本型環
境教育をブラジル型に変えながらカリキュラムを
考えて、長く環境教育を行っていることに、先生
の努力があると感じた。学校で行っている教育
が地域・家庭にも広がり、ブラジルの環境につな
がると教育の大切さに繋がると感じた。「教育で
交流し合うことで、その国のよさに気が付くこと
ができる…」文化だけでなく教育の交流も多文化
共生のきっかけになると感じた瞬間であった。
（森田）

　日系の方が始められた私立の学校を訪問した。
現校長先生はアルモニア学園の卒業生で、日系の
方々が築き上げたものを次世代の日系の方が未来
につなげている…そんな印象をうけた。バスを
降り立つと日本庭園のような外観の入り口で、校
内の随所には、日本文化を感じられる掲示物…
ブラジルに来たのに、どこか懐かしく思える学校
だった。設備がとても行き届き、児童・生徒たち
も希望に満ち溢れている。日系人の成功と、この
学校に通う次世代のブラジリアンがどのような社
会を作っていくのか楽しみになった訪問だった。
（吉川）

5 日目：8 月3 日 木

6 日目：8 月4 日 金

カサパーバ公立小学校

アルモニア学園

●

●

全校生徒が集まって私たちの演奏と踊りを見てくれました !!  
あまりの大きな歓声に私たちのテンションもあがりました。

日本に修学旅行に行ったという高校生たちとの交流。
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　ボートに乗り、いざ世界一の川へ。多くの観光
船が行き来していた。ボートでピンクイルカと
の遊泳、巨大魚ピラルク釣り、先住民の文化見学、
昼食ができるスポットによった後、小型ボートに
乗り換えて、地図にも描かれていないような支流
でピラニア釣り。ちなみに、釣れたピラニアは夕
食のおかずに！日本とは何もかも違う環境に終始
驚きの一日だった。そんなマナウスの地を開拓
した今回のパワフルな日系一世のガイドさんをは
じめ、日系移民の方々に脱帽。（長島）

　厳重な警戒がなされている領事館に入ると、
一転、総領事と領事が非常に丁寧で温かい対応
をしてくださった。総領事からは、マナウスに
おける領事館の取り組み、同地域における日本
（人）のプレゼンスの高さ、青年海外協力隊員の
活躍、ブラジル初の日本語バイリンガル公立校
の教育活動などについて説明していただいた。
マナウスだけでなく、世界各地でこのような地
道な日本の外交努力が行われているのだと感じ、
感動を覚えた。（川崎）

マナウス総領事館表敬訪問●

ドキドキしながらアマゾン川の支流へ

厳重な警戒の中、唯一許された写真撮影

　人生の中で1番盛大な盆踊り。踊りだけでな
く、太鼓のパフォーマンスや花火までありました。
日系の人だけでなく、非日系の方にも開かれてい
るオープンな雰囲気が素敵でした。屋台には日
本料理のおにぎりや焼き鳥だけでなく、ブラジル
料理のパステウなども並んでいて、文化の融合を
感じました。（米澤）

エフィジェニオサーレス自治会（盆踊り参加）●

日本が大好きで訪日経験もある方と出会い談笑中

　マナウスの魚・果物市場と民芸品市場を見学。
市場周辺は治安が悪く、今回のブラジル滞在でブ
ラジルの経済格差という課題を一番近くで目の当
たりする場所だった。今回の滞在では、街並みや
お店の写真を撮りたくても、スマホを出すと盗られ
てしまうリスクがあるので、「記録に残したい。でも、
安全が一番…」と日々葛藤があった。市場の人は
フレンドリーで、南国特有の人々の温かさを感じら
れ、カラフルな南国フルーツやピラルクはじめ超巨
大魚が並び、雰囲気に圧倒された。（長島）

　日系社会青年海外協力隊として同校に派遣され
ている市川隊員の日本語の授業（小1）を見学し
た。アシスタントの教員と協力しながら、明るく、
元気に、熱意を持って指導をしていたのが印象的
であった。また、校内の視察も行い、陶芸や体育
の授業も見学した。最後に、日本の教員陣で歌と
踊りを披露した。（川崎）

8 日目：8 月6 日 日

9 日目：8 月7 日 月

アマゾン川視察

ジョセフィーナメデロ校視察

●

●

民芸品売場の方と記念撮影！

市川隊員の授業風景

　マナウス空港到着後に熱帯の蒸し暑さを感じな
がら、INPAへ。たくましさを感じるシロアリの
巣、人間のせいで数が減ってしまったマナティー、
植民にゆかりのあるゴムの樹…情報量が多かっ
たです。馴染みのある動物園や植物園と違って、
自然の力強さや人間と自然の関係をダイレクトに
感じられる施設でした。人間と自然の共生につ
いても考えさせられました。（米澤）

7 日目：8 月5 日 土

INPA（国立アマゾン研究所）●

研究員の話を聞きながら森林を散策
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　ブラジル研修で学んだことを報告させていただ
いた。この研修を通して自分自身が何を感じ、こ
の経験を今後どのようにつなげていけばよいのか
を整理することができた。同時に、この機会を与
えてくださり、支えてくださった JICA 横浜事
務所やメディア総合研究所の皆様、JICA ブラジ
ル事務所の皆様に感謝の気持ちでいっぱいになっ
た。国際協力の現場最前線でご活躍されている
方々と出会い、共に活動させていただくことで、
国際協力の世界が身近なものになった。今後も
JICA との関係が持続可能なものであり続けるた

JICA ブラジル事務所にて研修報告会●

J ICA 現地スタッフのみなさまと記念撮影。

　コロニアピニャールの日本語学校を視察し、隣
接する州立の公立学校も併せて訪問できた。夜
は現地の日系の人々と懇親会、ご高齢の方々から
昔のお話を多く聞けた。子ども達の和太鼓の演
奏の迫力には圧倒された！（寺鍛冶）

　PIPA では自閉症薬に頼らずに日常生活療法
（TVD）を取り入れて子どもたちが社会の一員に
なる支援をしていた。サポートが必要な子への
ブラジルの教育構造の問題点を知ると共に、これ
からの日本の教育の向かうべき方向についても
考えるきっかけとなった。夜には3名の帰国研
究員との交流会があり、研修で感じたことや多文
化共生社会について意見を交わすことができた。
（天田）

コロニアピニャール（福井村）

草の根技術　PIPA 訪問

●

●

ここでもあたたかい歓迎を受けました。

スタッフのフィリペさんから日々の生活指導や社会に出るため
の支援方法について話を聞いた。

めに、今の自分に何ができるのか、考えるきっかけになった。（奥村）

　現在、サンパウロ市内で活動されている隊員の
方々からお話を伺う貴重な機会となった。特に
印象に残っているのは、現地の人々の考え方や文
化を受容し、相手に合わせながら工夫し続ける姿
だった。活動を通してこのような姿勢が育まれ、
活動終了後も国際協力を推進する大きな力になっ
ていくのだろうと感じた。
　意見交換会では、研修に参加している教員の質
問の観点の鋭さに刺激を受けた。事前研修初日
に「質問が答えを決める、問いにこだわろう！」
とメモしたことを思い出した。質問力を高める

12 日目：8 月10 日 木

サンパウロ市内活動ボランティアの
活動説明と意見交換会

●

3名の隊員の方々と意見交換会。

　この市場でお土産をたくさん買うことができて
良かった！ サンミゲルアルカンジョ市への移動
中、車がかなり揺れるとの話であったが、実際は
そうでもなく、安心した。（寺鍛冶）

　コロニアピニャールのピタヤ（ドラゴンフルー
ツ）、アテモヤ、びわ農園を視察させていただいた。
出荷するまでの準備に農作物を育てるには５年か
かると聞き、自然と向き合う農家の方々の日々の
努力の積み重ねを知る。移住に至る経緯や移住
後の話を伺った中で、「元気でいれば、何でもで
きる」という言葉が印象に残った。（天田）

10 日目：8 月8 日 火

11 日目：8 月9 日 水

サンパウロ市営市場視察
～サンミゲルアルカンジョ市へ移動

移住地内の農園視察

●

●

市場の外で素敵な壁画を発見！

お話の中に、日本人的な勤勉さと明るくてポジティブなブラジ
ル人的思考を感じた。

ことの大切さを仲間に気付かせてもらったことに感謝したい。（奥村）

18 19



みんなで作ろうしあわせの村

多 文 化 共 生 を 考 え よ う

W o r k s h o p

2023年度教師海外研修参加者 ［撮影：2023年教師海外研修事務局］

 アトランタ空港から羽田空港までは飛行機で
12時間程度だった。帰りは乗り遅れることもな
く、参加メンバー全員で羽田空港に向かうことが
できた。体調不良者もなく健康に帰ってくるこ
とができてよかった！（本）

14 日目：8 月12 日 土

羽田空港到着●

空港のロビーでもふりかえり会をしていました。

Q違いを認め合うためには何が必要なんだろうか？

Q異文化共生のためには何が大切なんだろう？

Q私は何が一番印象に残るのだろう？

Q共生した時に生まれる感情って何だろう？

Q何に感動するだろうか？

Qどのように共生の重要性は教育されているか？

QNikke i の人たちはなぜ日本文化を守るの？

Q差別や偏見ってあるのかな？

Qおたがいに理解するって何だろう？

Q地元を出ない子にとっての多文化共生が持つ意味とは？

　それぞれの参加者がマイテーマを設定したことは「多文化共生と移民」という大きな共通のテー
マに迫る上でとても効果的だったと思いました。多文化共生の概念や条件、必要性など、多面的に
考えることにつながり、テーマについてより深く考えることができました。この話し合いを通して
頭に浮かんだことは、ブラジルも痛みを伴いながら多文化共生を形作ってきたのだろうということ
です。私が感銘を受けたサウージ学園の園長先生は幼少期に日本人であることを理由に虐げられ
た経験があるとのことでした。しかし、だからこそ今子どもたちをたくさんの愛で包み込むととも
に、ブラジルの多文化共生社会を支える1人となっていらっしゃるのだろうと思います。苦しみを
乗り越える強さは他者への優しさと表裏一体なのだと思いました。
　このような強く、優しい移民たちの姿に社会全体が突き動かされ、少しずつ多文化共生が形作ら
れてきたのだろうと思います。今ブラジルが直面する経済格差の問題も、少しずつ状況が上向き、
一人一人が自分らしく生きていける社会になっていくことを願ってやみません。（武井）

13 日目：8 月11 日 金

サンパウロから帰路へ●

往路の空港で集めた参加者各自が追求したい
「マイテーマ」の付箋。
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導入
（5分）

全体を6グループに分ける。

活動の流れを説明
① 今日の活動、めあてを発表する。

② 村の条件カード（Ａ～Ｆ村）を配る。
　 ※他のグループには自分の村の条件については教えないことを伝える。
③ 黒板に施設カードを掲示する。

展開①
（２５分）

1.自分の住む村（Ａ～Ｆ村）の生活をよりよくし、人々がよりしあわせになるために必要な物、施設を
個人で考える。

2.各自欲しい施設をカードから３枚選び、欲しい理由もワークシートに書く。
3.グループ話し合い、欲しい施設をグループで３つ決め、順位付けをする。
4.前に代表者が来てどのカードをどのグループに渡すか決める。欲しい施設が他のグループと被っ

た場合はじゃんけんを行う。
5.３回目のじゃんけんが終わった後、それぞれの村の条件ともらったカードを発表する。
☆裕福な村とそうではない村があることが分かる。

6.それぞれの村の話を聞いて、考えたことをワークシートに書き、発表する。

展開②
（10分）

２つ目のめあてを発表する。

4. 2つ目の、めあて ｢自分達の住む国の生活をよりよくし、人々がよりしあわせになるために必要な
物・施設を考えよう｣について考え、ワークシートに書いて発表する。

5.指導者から世界の経済的な貧富の差の話をしたり、資料を見せたりして、｢共生・共存｣ ｢格差｣ 
｢しあわせな生活｣ ｢自分たちが目指す社会｣ ｢自分がなりたい大人｣などについて考える。

まとめ
（5分）

自分の考えたこと、感じたことをワークシートに書き、全体交流を行う。

進め方

自分達の住む村の生活をよりよくし、人々がよりしあわせになるために必要な物・施設を考えよう。

自分達の住む国の生活をよりよくし、人々がよりしあわせになるために必要な物・施設を考えよう。

留意点

●めあてが2つあるため、学年や児童の実態によって活動時間を工夫するとよい。
●カードを獲得した時の気持ちや、めあてが「国」になった時の気持ちを動画などに撮っておくと後
から振り返る時に役立つ。

●必要に応じて村の条件カードや施設カードを追加、または削除するとよい。
●獲得カードの枚数の差少なくするために、２回目のじゃんけんが終わった後にボーナスカードを配
布するなど工夫してもよい。

●じゃんけんでカードをもらえるか決まったことを想起させ、世界にはそもそも資源がなく、欲しく
ても持てない国や地域がある事も気づかせるとよい

ワークショップのねらい
本ワークショップには2つのめあてがあります。
【めあて①】

村づくりの話し合いを通して、「しあわせ」のために必要とする物や施設が人によって違うこと
に気づく。

【めあて②】
背景が違う他者との共存（多文化共生）を実現させるために自分ができることを考える。
また、上記のめあてを達成する過程で、自分がどんな社会をつくっていきたいのか、どんな大人
になりたいのかについて考えるきっかけとする。

概 要
　ブラジル研修の中で異なる文化背景をもつ人々が共生していくためにはどんな社会を築いていっ
たらよいのか考えました。また、ブラジルの学校を訪問したり、街や施設を見学したりする中で経
済的格差を目の当たりにしました。多文化共生社会についての研修を行いながら、私たちは目指す
社会像について考える機会が多くありました。
　最初はゲーム感覚で自分達の住む村をよりよくするために話し合ったり、施設カードをじゃんけ
んで獲得したりします。【めあて①】学習者は自分の村のしあわせについて考えますが、他の村の
状況を知り、経済的に裕福な村がある一方、自然災害に苦しんでいたり、子どもが少なかったり、
犯罪が多い村があったりすることを知ることになります。そして、2つ目のめあてとなる、異なる
背景（条件）をもつ6つの村が共存する国民のしあわせをめざすにはどうしたらよいのかを考える
ことによって、村から国へと視野が広がっていきます。
　しあわせの基準は人によって違います。話し合い、立場の違う人とも交流して理解し、違いを受
け入れることで「多文化共生社会」は実現していくと考えます。実社会の課題に気付くことで、私
たちが生きる社会に必要なことは何か、自分には何ができるかを考えることができる人になって欲
しいと思っています。

教材内容
● 施設カード
● 村の条件シート（Ａ～Ｆ村）
● ワークシート

みんなで作ろうしあわせの村

所用時間 ４５～６０分

準備するもの
● 施設カード（掲示用、グループ配布用）
● 村の条件カード（Ａ～Ｆ村）
● ワークシート１グループの人数 ４～６人（６グループ）
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ワークショップのねらい
● 先人たちが異文化に身を置いた経験を追体験する。
● 日本に住む外国人の思いを想像する。
● 多文化共生の現状や課題について気づくきっかけとする。

概 要：（このワークショップを作成するに至った背景、制作者の思い、等々）
　現在日本には沢山の外国人が居住しており、その数は今後も増加していくことが見込まれます。
そこで私たちは、児童・生徒たちが、外国から移住しマイノリティとして生きる人々の苦労や葛藤、
喜びを知ることで、日本での外国人の暮らしや、多文化共生について考えるきっかけとなるワーク
ショップを作りたいと考えました。
　今回私たちは、研修で訪れた JICA 横浜の海外移住資料館やブラジルでの学びを活かし、日本人
がブラジルに渡った経験をもとにしたすごろくゲームを作成しました。移住すごろくで遊ぶこと
で、先人たちが外国に身を置いた経験を擬似体験します。そして、その体験をもとに、現在日本に
住む外国人が日本でどのようなことを経験しているかを考えます。日本に住む外国人の暮らしを、

「外国人の視点」で想像することで、多文化共生について、自分ごととして考える1つのきっかけと
なれば幸いです。

多 文 化 共 生 を 考 え よ う
移住すごろくゲーム　in Brazil

教材内容
時
数 所要時間 １グループの人数 準備するもの

1 ５０分

３～6名
● 移住すごろくin Brazil （４枚１セット）
● サイコロ
● すごろくのコマ
● 付箋
● 解説スライド（印刷、または、タブレットで配付）
● ワークシート

移住すごろく
in Brazil
で遊ぼう！

2 ５０分

３〜6名
● 移住すごろくin Brazil （裏紙に、付箋をつけて班ごとで作成した
オリジナルすごろくとして利用） 

● サイコロ
● すごろくのコマ
● 付箋
● ワークシート

オリジナル
移住すごろく
で遊ぼう！

所用時間 50分×2コマ

準備するもの

● 移住すごろくゲーム  in Brazil（4枚1セット）
● 解説スライド（印刷もしくはタブレットで各班で開く）
● サイコロ
● すごろくのコマ（白、赤、黒、黄、青、緑） 
　他の物でも代用可

➡︎ダイソーにあるブロックがちょうど 
６色入りなので、オススメです。

● 付箋（赤、青）

人数
３〜６人 
（４人がベスト）
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項目（時間） 内容

導入
（10分）

前回の活動を振り返り、オリジナルすごろく作成の準備時間を設ける。
●付箋は１人４枚以上が目標。
●書いた付箋は、前回使ったすごろくの裏紙に貼り、スタートやゴール、矢印を記入する。

展開
（30分）

●準備ができたところから、すごろくで遊ぶ。

●班に戻って共有する。

●再び、前回と同じ質問を問いかける。
●ワークシートを活用。
●日本での喜びや苦労、どちらの経験も全体に共有できるようにする。

まとめ
（１０分）

●ワークシートを活用。
●一番最初に問いかけた「多文化共生とは？」、「多文化共生じゃない」への答えを振り返りながら 
考えさせる。

オ リ ジ ナ ル す ご ろ く で 遊 ぼ う

他 の 班 の すごろくを 見 に 行 き、「な る ほど 」「確 か に 」と 思 ったマス を 探 す

日 本 に 住 む 外 国 人 は ど の よ う な 経 験 を 日 本 で す る の だ ろ う？

「 私 た ち の 生 活 っ て、 多 文 化 共 生 で き て い る の か な 」

2時間目

補足説明（必要に応じて）：

出典：　・イラスト　いらすとや https ://www. i rasutoya .com/

添付（カード類）

項目（時間） 内容

導入
（10分）

● 「多文化共生」という言葉について考える。
● ワークシートを活用。
● 身近な場所での外国語表記の看板などの写真を見せてから問いかけると自然。
● 予想される答え:

➡︎多文化共生:共に生きる、異なる文化や言語などを認め合う、差別がない
➡多文化共生じゃない:差別、いじめ、1つの文化を強要する

展開
（30分）

●日本人を含め、多様な人が暮らす国の例としてブラジルを紹介。
●日本からブラジルへ移住した人々の歴史をもとに作成したすごろくで遊ぶことで、外国への移住を
擬似体験することを伝える。

【すごろくの遊び方】
●班でじゃんけんをして順番を決める。さらに、コマの特性を選ぶ。
●マス目で「-1」などあれば、その指示に従う。移動した先に再び「-1」等書いてあっても移動はしない。
●※印のある場所に止まった時には、解説スライドを読む。（スライドを班員に見せるスライド係など決めておく
と良い。）

●スタートする時は、みんなで「Vamos（バモス）」（ポルトガル語、スペイン語で「一緒に行こう」などの意味）
と言おう！

●「SimSim」と書いたマスは「へぇ」という意味。みんなでシムシムと言ってうなずこう！

●はやく終わった班には、解説スライドを全部読むなど指示をする。

●班でマス目を指さしながら共有、その後、何人か全体にシェアしもらう。
●ワークシートを活用。

次回に向けて
（１０分）

●先ほどのすごろくを参考にして、外国人➡︎日本に移住したバージョンでオリジナルすごろくを作る。
●考えるヒントとして、ALTの先生へインタビューする機会を作ったり、インターネットで調べたり
すると良い。

●よいことはピンクの付箋、 
悪いことは青の付箋に 
記入をしてもらう。

●次回、作成したすごろくで遊ぶことを予告。
●多めに付箋を渡して家でも考えてもらう。

進め方

「多 文 化 共 生 って な ん だ ろう？」「多 文 化 共 生 じゃ な い の はど ん な 状 態？」

「 移 住 す ご ろ く  i n  B r a z i l  」 で 外 国 へ の 移 住 体 験 し よ う！

「移 住 体 験 を し て 思 っ た こ と、気 づ い た こ と、発 見 し た こ と、疑 問 」

日 本 に 住 む 外 国 人 は ど の よ う な 経 験 を 日 本 で す る だ ろ う？

1時間目
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2023年度教師海外研修参加者 ［撮影：2023年教師海外研修事務局］

※この報告書に掲載されている写真は、教師海外研修参加者の責任の基に提供されたものを使用しています。
※参加者の先生、児童生徒さんの原文をいかして掲載しております。表記などにばらつきがありますが、ご了承ください。

実 践 授 業 報 告
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RINA AMADA

【 5 】単 元 設 定 の 理 由・単 元 の 意 義

【 単 元 設 定 の 理 由 】
　「Who is your hero?」の学習では、自分の考えるヒーローとその理由を友達や先生と英語で
伝え合うことが単元のゴールとなる。授業を行う際、毎回単元の最後に国際理解教育の学習（Over 
the Hor izon）を行っているが、今回は、ブラジル研修で学んだことを踏まえたワークショップ
を単元の最初に行い、児童の学習の動機づけをすることを目指すことにした。

【 単元の意義 】

【 児 童 観 】

【 指 導 観 】

　しあわせな社会に必要とするものは人それぞれ考えが違うことを知ったり、自分達がしあわせに
なるために必要な施設を考えたりすることにより、目指していく社会や自分の目指したい人物像に
ついて考える。そして、それを伝え合うことで他社理解、自己理解を深める。最初に自分たちが目
指す社会についてのイメージを抱くことによって自分がなりたい大人像について考える手立てにな
ると考えた。

　土橋小学校には、帰国子女や海外にルーツを持つ児童が多く在籍している。全校の人数は千人を
超える大規模校である。英会話を習っていたり、英語の検定を受験したりするなど、家庭も児童も
外国に興味、関心をもつ児童が比較的多いと感じる。ワークショップを通して、児童の目指す社会
やなりたい大人について考え、様々な異なる人々が共生していく社会について考えるきっかけにな
ることを目指した。また、話し合い活動や自分の考えを伝え合う活動を通して、異なる考えを持つ
人のことを知ることや自分の考えを伝えることに興味をもち、自分の世界を広げていけるような子
どもたちに育ってほしいと考えている。

　世界はすべての人が平等・公平に住むことができていない現実がある。また、日本は少子高齢化
社会が進み、今後多くの外国人を受け入れ、多文化共生社会を目指す可能性が考えられる。実社会
の課題に気付くことで、私たちが生きる社会に必要なことは何か、自分には何ができるかを考える
きっかけとなってほしい。
　外国語の授業では、様々な国の文化や自然、人々の様子を扱うことが多い。普段から異文化理解
の活動も多く取り入れ、子どもたちの発見や思考を促すように工夫している。紹介する国の中には、
日本と同じ習慣がある国もあれば、全く違う国もある。ブラジルのことを紹介したり、ブラジルの
子どもたちの考えるヒーローとその理由を紹介したりすることでヒーローについてのイメージを広
げることができると考えた。英語は人とコミュニケーションをとるための1つの手段である。子
どもたちには、学んだ英語を使って人とコミュニケーションをとることの楽しさを感じてほしいと
思っている。

氏　　名 天田 梨那 学 校 名 神奈川県川崎市立土橋学校

担 当 教 科 等 外国語科 対象学年（人数） 5年生（169名）
実 践 年 月 日 も し く は 期 間（時 数） 2023年11月（8時間）

実 践 者

【 2 】単元 （活動）名

【 3 】授業テーマ（タイトル）と単元目標

【 1 】実 践 す る 教 科・領 域

【 実 践 概 要 】

【 4 】単元の評価規準（話すこと／やり取り）

1 知 識 及 び 技 能

2 思 考 力、判 断 力、表 現 力 等

3学びに向かう力、人間性等

外国語科 NEW  HORIZON  E lementary  5 
「Unit  8  Who  is  your  hero?」

あこがれの人を紹介するために、その人が得意なことなどについて、短い話を
聞いてその概要が分かったり、伝え合ったり、話したりすることができる。
外国語の背景にある文化に対する理解を深める。

　Who is your hero? My hero is ～ . Why is ～ your hero? He/she is good at ～ . 
およびその関連語句などについて、理解している。日常生活や憧れの人が得意なことなどについ
て、お互いの気持ちなどを伝え合う技術を身に付けている。

　自分のことを伝え、相手のことをよく知るために、日常生活やあこがれの人が得意なことなど
について、簡単な語句や基本的な表現を用いて、お互いの考えや気持ちなどを伝え合っている。

　自分のことを伝え、相手のことをよく知るために、日常生活やあこがれの人が得意なことなど
について、簡単な語句や基本的な表現を用いて、お互いの考えや気持ちなどを話そうとしている。

〈 単 元 目 標 〉

〈 授業テーマ 〉「Who  is  your  hero?」
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【 7 】本 時 の 展 開（1時 間 目 ）

【 8 】評価規準に基づく本時の評価方法

　しあわせな村づくりの話し合いを通して、発展のために必要とする物、施設が人によって違うこ
とに気づく。社会の発展の仕組みについて考え、自分がどんな社会をつくっていきたいのか、どん
な大人になりたいのかについて考える。

　本時では記録に残す評価は行わないが、児童の発言やワークシートの記述を読み、2時以降の学
習活動に考えたことが生かされていくかどうかを評価する資料とする。

本 時 の ね ら い

過程・
時間

教員の働きかけ・発問
および学習活動・指導形態

指導上の留意点
（支援）

資料
（教材）

導入
（5分）

展開
（50分）

まとめ
（5分）

・今日の活動、めあてを発表する。

・活動の流れを説明
・各自欲しい物をそれぞれが考えて、順位付けをする。
・班ごとに選ぶカードを3枚話し合って決める。
・前に代表者が来てどのカードをどのグループに渡すか 
決める。（じゃんけん）

・2回目のじゃんけんが終わった後にボーナスカードを 
配布する。

・3回目のじゃんけんが終わった後、それぞれの村の条件
ともらったカードを発表する。

☆裕福な村とそうではない村があることが分かる。
・みんなの発表を聞いて考えたことを書く。
・2つ目のめあてを発表する。

・めあてに向けて、考えたことをワークシートに書く。
・全体交流をする。
・話を聞いて考えたことをワークシートに書く。

・全体交流をする。
・挨拶をする。

・クラスを6グループに分ける。

・施設カードを黒板に貼る。

・村の条件カードを配る。

・ワークシートを配布する。

・村から国に代わることで子供た
ちの視野を広げる。

・現実の社会について考えるよう
支援する。

パワーポイント

黒板掲示

施設カード
村の条件カード
ワークシート

時 小単元名 学習のねらい 学習活動 資料など

１
本時

みんなで
つくろう
しあわせの村

村づくりの話し合いを通し
て、発展のために必要とする
施設やが人によって違うこ
とに気づく。社会の発展の
仕組みについて考える。

・自分たちが住民になったと仮定して、 
しあわせな村や国をつくるためには何
が必要かを考えて話し合う。

・村の条件カード
・施設カード
・スライド資料
・振り返りシート

2 Heroの条件に
ついて考えよう。

ブラジルの子供達が考える
憧れの人について知り、自分
のヒーローについて考える。

・ヒーローの条件について考える。
・ブラジルの子供達の考えるヒーロー
とその理由を知り、自分の考えるヒー
ロー比べる。

・スライド資料

3・４ Starting Out 憧れの人についてのやり取
りのおおよその内容を理解
する。

・指導用デジタル教科書の登場人物や
指導者の憧れの人についてやり取り
を聞いて、内容を推測し、表現に慣れ 
親しむ。

・デジタル教科書
・ピクチャーカード

5・6 Your turn 憧れの人についてたずね合
う。

ヒーローについて紹介する表現方法を
理解してたずね合う。

・デジタル教科書
・クロムブック

7・8 Enjoy
Communication

憧れの人とその理由を伝え
合う。

自分の考えるヒーローとその条件につ
いて考え、スライドを使ってALTと伝え 
合う。

・クロムブック

【 6 】単 元 計 画（ 全 8時 間 ）

自分達の住む村の生活をよりよくし、人々がよりしあわせになるために必要な物・施設を考えよう。

自分達の住む国の生活をよりよくし、人々がよりしあわせになるために必要な物・施設を考えよう。

単元の最後に児童一人一人が
作成したスライドを見せながら
自分のヒーローについてALT
に伝える「チャレンジタイム」を
行った。英語を使って自分の
思いを伝え合う活動を定期的
に行っている。
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【 13 】成 果 が 出 た 点

【 14 】学びの軌跡（児童生徒の反応、感想文、作文、ノートなど）

　単元の最後に児童に行った振り返りに「Who is your hero? の授業の最初に『みんなでつく
ろうしあわせの村』のワークショップを行ったことで、多文化共生社会や自分の目指す大人像につ
いて考えることができたと思いますか？」という質問をしたところ、児童の66.7％が「とても思う」、
33.3％が「やや思う」（全く思わないは0人）という回答があった。ブラジルの子ども達の考えるヒー
ローとその理由についても紹介したことにより、自分の目指す大人像について視野を広げて考える
ことができたと感じる。教科書から学ぶだけでなく、体験的に学んだり、同世代の海外に住む子ど
も達とのつながりを考えたりすることの大切さを実感した。

○「みんなでつくろうしあわせの村」のワークショップの振り返り
・解決策を口で言うのは簡単だけど、実際に実行するのは難しいと気付いた。
・ゲームの中だと簡単に言えるけど、現実になると簡単に言えないし、全部そろったら幸せ、そ
ろってなかったら幸せじゃないわけでもないと思った。仲間がいたら私は幸せかな、と思った。

・みんなが幸せになるには、コミュニケーションが大事だと思う。お金も大事だけど、辛いこと
があったらみんなでなぐさめてあげたい。この活動を通して、簡単に考えていたことがそうで
はないことに気付いた。

・ちょっとしたゲームから、社会のことをよく考えることができた。世界には貧困に苦しんでい
る人が世界にはいることも考えて過ごしていこうと思った。

・どんな人にも平等に話せるような人になりたいと思った。なぜなら、海外では日本と違う文化
がたくさんあるから、日本に来た人にも日本の文化を押し付けたり、自分たちと違うからと言っ
てけなしたりするようなことはしたくない。それぞれの文化を大切にしたい。

・村を合体すればよいと思いついたけど、やっぱりお金をあげるのはそう簡単にできないし、平
等になるかどうかもわからないからもっと深く考えないといけないと思った。また、今回の授
業を通して、自然災害などは人の手でなくすことはできないから、すべての村を平等にプラス
マイナスゼロにすることは難しいと思った。

・最後の話で、世界中で、同じ国の中でも貧富の差があることが分かった。お金がある人がそう
でない人にお金を配ることはできないから、平等な社会を目指した方がいいと思う。また、こ
れからは「多文化共生社会」になるから、格差がないような社会をつくっていきたい。

○ブラジルの子ども達の考えるヒーローを知り、どのように思いましたか？
・ブラジルの子ども達は家族愛が強いと思った。家族を憧れにして頑張るっていいな、と思った。
・日本と比べたら、家族や神様など、親切にしてくれる人や支えてくれる人に憧れていると思った。
・国が違っても、考え方が似ているな、と思った。
・家族のことをとても好きで、尊敬していることに感心した。
・ブラジルの子ども達のヒーローの大半はサッカー選手だと思っていたから、家族が大半で驚いた。
・どんな人にもいろいろな個性があり、自分の憧れのヒーローもそれぞれ違って、やっぱり個性っ
ていいなと思った。（みんなとヒーローについての交流を終えて）

【 児童の振り返りからの抜粋 】

【 自 己 評 価 】

【 9 】学 習 方 法 及 び 外 部 と の 連 携

【 10 】学 校 内 外 で 国 際 理 解 教 育・授 業 実 践 を 広 め る 取 組

【 11 】苦 労 し た 点

【 12 】 改 善 点

●ブラジル研修で自身が感じたことからワークショップを作成し、児童に「しあわせな暮らし」「な
りたい自分」について考えるきっかけとなる授業を導入として取り入れた。

●ブラジルの子どもたちの将来の夢や憧れの人とその理由のアンケートを取り、その集計結果を土
橋小学校の児童に伝えることにより、外国の子どもと自分達の考えの似ているところや異なると
ころに気づくことを目指した。

●担当している3～6年生19クラスの児童に JICA 教師海外
研修での経験をスライドで説明し、国際理解教育や JICA の
活動について話をした。担当教室の Engl ish Room に写
真や説明の掲示をしてより多くの児童や教員が国際理解教育
に興味を持つよう心がけた。

●所属する川崎市の「国際・外国語研究会」の所属教員に自分の
経験や実践について報告し、教師海外研修のレポートを作成
して研究冊子「私の国際教育」に掲載する。

　通常の45分の時間では学習内容を行うことが時間的に難しいと考え、本時は短時間学習15分を
つなげて60分授業を行うことにした。指導者が一方的に情報を伝えるのではなく、児童自身が体
験し、考えをもつためにはどのような授業展開ができるか検討することに労力を費やした。また、
より児童が自分事として「多文化共生」「公正・公平」などの社会問題を捉えるためにはどうした
らよいのかという視点をもって教材開発や授業展開の検討に努めた。また、外国語科の「Who is 
your hero?」の学習内容と今回のワークショップの内容をどのように自然な形で関連付けるかに
ついては熟考した。

　最初はゲーム感覚で自分達の住む村をよりよくするために話し合い、施設カードをじゃんけんで
獲得する活動を行った。児童は自分の村の幸せについて考えるが、他の村の状況を知り、経済的に
裕福な村がある一方、自然災害に苦しんでいたり、子供が少なかったり、犯罪が多い村があったり
することを知ることになる。そして、2つ目のめあてとなる、6つの村が共存する国民の幸せをめ
ざすにはどうしたらよいのかを考えることによって、村から国へと視野が広がっていくような授業
展開にした。さらに、ワークショップの活動からブラジルや世界の国の経済的貧富の差が明らかに
わかる写真資料を見て、現実の社会の問題に直面する。実社会の課題に気付くことで、自分たちが
生きる社会に必要なことは何か、自分には何ができるかを考えるきっかけになったと思う。
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【 15 】授業者による自由記述

　ブラジル研修に参加できたことで周囲の人や校内の子ども達にブラジルという国や日本とのつな
がりについて伝えることができたと実感している。土橋小学校の子ども達は、遠く離れた国、ブラ
ジルが私や JICA を通して今まで以上に近く感じるようになったと思う。私自身も研修に参加し
たことで多文化共生社会の実現に向けて多くのことを学ぶことができた。そして何より、この研修
で得た一番の宝は「人との出会い」である。ブラジルの子ども達にヒーローの調査をしたい！とい
う私の願いに現地の多くの学校で協力してくださったり、帰国後に翻訳を手伝っていただけたり、
数えきれない人々のサポートの元、授業実践を行うこともできた。一緒に研修に参加された先生方
は私に多くの刺激を与えてくれた。研修は終わっても、私はこれからも多文化共生社会や国際理解
教育について考え続け、実践を重ねていきたいと思っている。

別添資料：
授業で使用したパワーポイント、ふりかえりシート
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MINAKO OKUMURA
　横浜市鶴見区の一部の地域では、ブラジルと深い関わりがある。同じ鶴見区に住む一人として、
多文化が共生している地域について知り、ブラジルの文化を通して、他国について考えさせる。

　横浜市の国際理解教育の一環として全校で行われている国際理解教室では、オーストラリア人の
IUI（Internat iona l Understanding Instructor）を迎え、オーストラリアの文化について
理解を深めている。また、低学年から外国語活動を行っており、今年はアメリカ人の外国語講師と
交流してきた。学校外で英語を学習する児童も多く、これらの講師との授業では積極的に楽しく活
動している。一方で、他の区と比べると学校全体でも外国につながる児童が少なく、自分とは異な
る文化をもつ者との交流経験があまりない。身近にいる外国につながる友達のことを思い、興味を
もち、知りたいという気持ちにつなげていきたい。

　ブラジルという遠い国の馴染みのない文化について、いかに身近に感じ、主体的に取り組むこと
ができるかという視点で学習課題を設定した。「ブラジル移民」という歴史的背景も大切だが、ま
ずは国際理解教室で行っているような「文化」について知るということに焦点を当てた。私自身が
体験したブラジルのおもしろいところや日本とのちがいについてまとめた資料をもとに、音楽、図
工、学活、体育など教科を横断して理解を深めていくこととした。

時 小単元名 学習のねらい 学習活動 資料など

１ 道徳科
〔気持ちのよい
挨拶〕 

20 . 
「あいさつ」 
って いいな 

誰に対しても進んで、
気持ちのよい挨拶を
しようとする態度を
育てる。

1.挨拶のよさを発表する。 
2.『あいさつ』って いいな」を読んで話し合う。  
3 .挨拶をしてよかった経験を発表する。
4.教師が作成した資料「あいさつのパワー」を

読み、あいさつの良さを知る。　
5.世界のあいさつに親しむ。あいさつは世界

中の人 と々コミュニケーションする上で欠
かせないものだと知る。

教科書:東京書籍
「新しい道徳②」p.71~73

明治株式会社ホームページ
「比べてみよう！世界の
食と文化」
世界のあいさつを比べ
てみよう

2 音楽 音を選んで合奏する
楽しさを味わう。
ブラジルの楽器と日
本の楽器のちがいを
知る。

1.「マンボナンバーファイブ」を聴いて曲想を感
じ取り、リズムにのって音楽活動を楽しむ。

2.ブラジルのサンバを聴き、どんな楽器が使わ
れているか想像する。

3.ブラジルの楽器か和楽器か想像し、2つに分
ける。

4.ブラジルの楽器の音を聴いて楽しむ。

教科書:教育出版
「小学音楽　音楽のおく
りもの」
ロイロノートスクールシン
キングツール

【 単元の意義 】

【 児 童 観 】

【 指 導 観 】

みんながいろいろな文化を受け止め、互いに認め合い、尊重できる人になっていて欲しいと願って
いる。ブラジルを通してそのような気持ちを育みたいと考え、本単元を設定した。

【 6 】単 元 計 画（ 全 6時 間 ）

氏　　名 奥村 美奈子 学 校 名 神奈川県　横浜市立馬場小学校

担 当 教 科 等 全教科 対象学年（人数） 2年4組（32名）
実 践 年 月 日 も し く は 期 間（時 数） 2023年11月〜12月（6時間）

実 践 者

【 実 践 概 要 】

1多面的・多角的な見方へ広げる

2 自 己 を 見 つ め、考 え を 深 め る

国際理解、国際親善（C-16）他国の文化や人々に親しむこと

他国の人々や文化に親しむための様々な考え方に気付いたりして、自分の見方・考え方を広げ、
深めている。

他国の人々や文化に親しむことについて、学習したことをもとに、自分はどうだったか、どう考
えるかなどを振り返り、考えを深めている。

〈 関連する学習指導要領上の目標 〉

【 単 元 設 定 の 理 由 】
　きっと未来はもっといろいろな友達が教室にいることが当たり前の時代になっている。隣に座っ
ている友達が、前に座っている同僚が、外国人や外国につながる人かもしれない。その時までに、

【 2 】単元 （活動）名

【 3 】授業テーマ（タイトル）と単元目標

【 1 】実 践 す る 教 科・領 域

【 4 】 評 価 の 視 点

道徳 他国の文化に興味をもち、親しもう

〇ブラジルの文化に触れることを通して、他国を知りたいという気持ちを高める。
〇自分たちの文化とのちがいや他国のよさを見つけようとする態度を養う。

〈 単 元 目 標 〉

〈 授業テーマ 〉「もっと知ろう！ ブラジルのこと！」

【 5 】単元設定の理由・単元の意義（児童/生徒観、教材観、指導観）
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過程・
時間

教員の働きかけ・発問
および学習活動・指導形態

指導上の留意点
（支援）

資料
（教材）

導入
（5分）

1.これまでの学習の振り返りをする。
  ・これまでブラジルのことについて学習したことは

何か想起させる。
2.本時の見通しをもち、めあてを確認する。
  ・すごろく「ブラジル生かつゲーム」を通してブラ

ジルの生活を疑似体験する。

･モニターにこれまでの学習 
過程の映像を映し、思い出せ
るようにする。

･ブラジルのことをもっと知ろう
とする意欲を高める。

ワークショップ作りで 
考えたすごろく
「ブラジル生活ゲーム」
タブレット端末
ロイロノートスクール

展開1
（25分）

3.すごろくのルールを確認する。 ･マスの内容に注目するように、
写真や動画を用いて視覚的
な工夫を施す。

･ルールが分からない児童が
いないか随時机間指導を 
行う。

展開2
（10分）

4.ブラジルのことでおもしろかったことや、日本との
ちがいについて気付いたことを書く。

  ・もしも、自分が海外へ行ったら、どうやったら 
仲良くなれるか考える。

  ・書いたことを全体で共有する。

･ロイロノートで振り返りを行
う。手書きがよい場合は、紙
のワークシートを用意する。

タブレット端末
ロイロノートスクール
ワークシート

まとめ

（5分）

5 友達と振り返りを交流し、更に考えを深める。
  ・ブラジル以外の国の人々に目を向け、仲良くなり

たいなという気持ちで交流してきたかよく考える。

･実践への意欲をもてるように
次時への活動に目を向けさせ
る。

【 8 】評価規準に基づく本時の評価方法

1多面的・多角的な見方へ広げる
･ 他の国の人と仲良くなりたい、自分の国のことを伝えたい」という考え方を引き出し、意見を出
し合っている。

･ 仲良くなると、「もっと他の国のことや人が好きになり。知りたくなる」というよさに気付いて
いる。

2自己を見つめ、考えを深める
･ 他国の人々や文化に親しむことについて、学習したことをもとに、自分はどうだったか、どう考
えるかなどを振り返り、考えを深めている。

3 図工 工作にあらわす。
遊ぶもの・仕組みか
ら思い付いたものを
つくる。

1.前時で活動したブラジルの楽器について想
起させる。そこから造形的な見方・考え方
を働かせ、様々な共通点や違いを感じなが
ら作りたい楽器について考える。

2.楽しいと感じた音や材料を使って、音の鳴る
仕組みをつくる

教科書:日本文教出版
「ずがこうさく」

どんなものでも楽器
になることに気付く。

3.ブラジルのサンバの音楽に合わせて音を 
鳴らし、つくったものの楽しさや面白さを 
味わう。

4 学活・体育 ブラジルの遊びを通
して日本とブラジル
の遊びのちがいに気
付いたり、楽しんだり
する。

1.｢ブラジルじゃんけん」の仕方を覚え、ペア→
グループ→全員で楽しむ。

2.｢Batata quente（バタータケンチ）」
　“熱いじゃがいも”の意味で、日本の爆弾

ゲームと似ている遊びを楽しむ。
3.ブラジル版「ホップスコッチ」日本のけんけ

んぱを楽しむ。
→体育「跳の運動遊び」につなげる。

「ブラジルと出会おう」
谷 啓子（著）
富本潤子（著）、 
IAPEポルトガル語教室 
（著）

5
本時

道徳科 すごろくゲームを通
して、ブラジルのこと
を知り、おもしろいと
思ったことや日本と
ちがうところを見付
ける。

1.すごろくのルールを確認する。
2.4人グループですごろくを行う。
3.ブラジルのことでおもしろかったことや、日本

との違いについて気付いたことを書く。
4.海外でどうやったら仲良くなれるか考える。
5.書いたことを共有する。

タブレット端末
ロイロノートスクール
ワークシート

6 道徳科 日本に暮らす外国人
の生活を想像する。

1.ブラジルと日本の関係など、時代背景につい
て簡単な説明を聞く。

2.｢ぼくは、カウアン」を読んで、主人公はどんな
ことを考えながら過ごしているか話し合う。

3.日本に住んでいる他国の人々に思いを寄せ、
自分ができることは何かについて考える。

「ぼくは、カウアン」
文芸社
たかまつ　ようこ（文）
ウミノ　カズコ（絵）
タブレット端末
ロイロノートスクール
ワークシート

【 7 】本 時 の 展 開（5時 間 目 ）

　「他の国のことを知りたいな」「他の国の人と仲良くなりたいな」等という気持ちをもって、ブラ
ジルの文化に触れることを通して、更に他国のことを知り、進んで親しもうとする気持ちを高める。
また、自分たちの文化とのちがいやよさを見つけようとする態度を養う。

本 時 の ね ら い

●４人グループで行う。
●スタート位置におはじきのコマを置き、全員
で「Vamos！」と言って始める。

●マスに止まったら、必ずそのマスの説明を読
む。（ビデオマークは動画が見れるマスなの
で必見！）

●マスの下に書いてある指示に従う。
●全員でストップするマスに止まったら、教師
を呼び、ひみつのクイズを受け取る。

ブラジルのことを知って、おもしろいと思ったことや、日本とちがうところを見つけよう！

54 55



　ブラジルの公用語のポルトガル語や、サンバなどを生活に取り入れると、子どもたちの方から自
然と「ボンジーア！（おはよう）」と言い合っていたり、サンバの音源を見つけてきてリズムにのっ
たりしていた。ブラジルという国を通して、他の国の人々や文化を好きになり、もっと知りたいと
いう意欲を高めるきっかけになった。

【 13 】成 果 が 出 た 点

　多教科に渡り、ブラジルの文化と結び付けて学習を進めることで、児童が国際理解を身近なもの
に感じることができたのではないかと考えている。すごろくでブラジルのことを知るきっかけと
なり、朝会で話した内容などとつなげて直接質問しに来る児童も少なくなかった。全校朝会で話し
た内容を掲示することで、立ち止まって読んでいる児童や教職員を見かけ、興味を持ってもらえた
と感じている。また、保護者から子どもがブラジルやＳＤＧｓと関連させて海外に興味をもち始め
るきっかけになったという声があった。

【 14 】学びの軌跡（児童生徒の反応、感想文、作文、ノートなど）

【 児童の振り返りからの抜粋 】

【 9 】学 習 方 法 及 び 外 部 と の 連 携

●J ICA 横浜の図書館で借りた本を学級文庫とともに展示し、「知りたい」意欲を高めてきた。そ
のうち学校の図書室でブラジルのことが書いてある本を選んで読む児童も増えた。

●すごろくのマス一つ一つに注目して進められるよう、タブレット端末1台を各グループに用意さ
せ、マスの説明書きを端末で見れるようにした。その際、文字よりも写真や動画を多く入れるこ
とで、マスの意味を容易に想像したり、理解したりすることができた。

●音楽の授業でブラジルの楽器を紹介する場面では、本物の楽器をどこかで借りることができれば
なおよかったと思う。

【 10 】学 校 内 外 で 国 際 理 解 教 育・授 業 実 践 を 広 め る 取 組

●学校内では、道徳・人権週間とつなげて「みんな知ってる？鶴見区のこと」と題して、横浜市鶴見
区の多文化共生している地域の話や、ブラジルと日本の歴史的背景や日系移民、教師海外研修で
体験したことを全校朝会で伝えた。また、その時の資料を児童が見れるように学校掲示板に掲示
した。

●授業実践を行うにあたり、学年内の他の3クラスですごろくを使って授業を行った。その際、ブ
ラジルと日本の関係などを簡単に説明し、実践に向けて少しずつ調整していった。

●土曜参観で次時の道徳の授業を行った。保護者が見守る中、ブラジル移民についての説明を前振
りで行った。

●学級懇談会の時に、保護者から要望があったので教師海外研修で体験したことについてスライド
を作成して伝えた。

【 自 己 評 価 】

【 11 】苦 労 し た 点

　低学年児童にブラジルのことを、すごろくを通して理解してもらうにはどうしたらよいか悩んだ。
一番伝えたい「日系移民」のことをマスに入れるなら、歴史的背景を説明する時間が必要だったが、
低学年には難しいと判断し、全校朝会で伝えるまでに留まった。身近に海外につながる友達が少な
く、今後交流していくために、学習したことをすぐに実践していくことが難しい状況も否めない。

【 12 】 改 善 点

　原本のすごろくは、マスが昔のことと、最近のことが混在したり、時系列にならなかったりして
いたのでマスを調整したり、一つ一つのマスの内容を理解させるための説明や写真、動画を入れた
りなど、学級の実態に応じて調整する必要がある。また、マスの内容については、日系移民の昔と今、
現代のブラジルの生活、動物、食べ物、スポーツなど歴史と文化を区別したすごろくを作ると分か
りやすく、より身近なものになると思った。
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参考資料：｢ハルとナツ　届かなった手紙」NHK総合テレビ
　　　　　横浜市立学校カリキュラム・マネジメント要領　道徳科編（横浜市教育委員会）
　　　　　特別の教科　道徳　サポートブック（横浜市教育委員会）

別添資料：すごろくゲーム台紙、すごろくゲームで止まったマスの資料、
　　　　音楽の授業で使用した資料

【 15 】授業者による自由記述

　今回は道徳科で授業を実践したが、ねらいを明確にすることが難しかった。考えれば考えるほど
ワークショップを通して児童がどんな姿になっていればいいのか、道徳科としての指導や評価の視
点をどこまで追求すればいいのか分からなくなっていった。いろいろな教科で国際理解の授業を
行っていく中で、学級活動の授業が教師も児童もしばりなく、一番楽しく活動できたのではないか
と思う。
　国際的な視野をもつことだけが国際理解ではないことを改めて感じた。国際理解や多様な文化
を理解することは、日常の中に取り入れることで子どもたちの意識が変わっていくことを目の当た
りにした。道徳科の国際理解、国際親善のねらいの通り、他の国のことや人を好きになること＝周
りの友達を好きになることにもつながっていることを意識して、今後も学級経営に力を入れていき
たいと考えている。我々教師も「人」を好きになって、進んでコミュニケーションを取るブラジル
人気質を見習いたいものだ。
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KOTA TAKEI 【 単 元 設 定 の 理 由 】
　今地球上には、世界規模で考えていくべき紛争やエネルギー・環境上の課題がある。また、今後
はますますヒト、モノ、カネが活発に行き交う社会になってくる。そのような国際社会を生きてい
くにあたって子ども達には世界のこと、各国のことに関心をもち、それらを尊重する態度を身につ
けてほしいと考え、単元を設定した。

　その育成をする上でまず着目すべきなのは自国と他国の間にある共通点と相違点だと考えた。
共通点は一見関係のなさそうな国であっても身近に感じ、関心をよせるきっかけになるだろう。相
違点は自国にはない尊重されるべき魅力である。国際理解教育を今年度初めて行う本単元では、ブ
ラジルとの共通点に着目し、身近な国の一つと感じられるようにすることで、世界やさまざまな
国々に関心をもつきっかけとしていきたい。

　本学習に参加をした子どもたちとともに学習をするようになって2年目を迎えた。昨年度の前期
は非常勤講師として関わった。後期になると私はインターンとしてルワンダ共和国に行き、現地と
本校とをリアルタイムで繋ぎ、オンラインでルワンダを題材に国際理解教育を行った。現在改めて
本校に着任し、担任として関わっている。
　ルワンダからの国際理解教育を行って以来、ルワンダは子どもたちにとって最も身近な国の1つ
となるとともに、海外に高い関心を示すようになった。その証拠に今でも何気ない会話の中にふと
ルワンダのことが出てきたり、地球儀を眺めたりする児童が多数いる。今回ブラジルという全く別
の国を扱うことで、子どもたちは世界の多様性に気付くとともに、世界に関する関心がより一層高
まっていくだろうと考えている。

①「ハルとナツ　届かなかった手紙」　NHK総合テレビ
　この教材は当時のブラジル移民の方々の実情をよく調べ上げた上で描かれたドラマである。主
人公はブラジルに向かう当時小学生だった2人姉妹の姉である。年齢が近いため児童にとっては感
情移入がしやすいはずだ。ナレーターによる説明や俳優の方の迫真の演技により、当時の時代の様
子がありありと表現されているため、移民という歴史的事象に出会わせる上で写真や文字資料より
も非常に効果的な資料になると考える。

②「移民すごろく」
　日本出発から帰国までの出来事を表したマスをできる限り時系列で並べた。こうすることで自
分自身が移民としての生活を送っているような疑似体験をし、彼等の心の内に迫ることができるの
ではないかと考えた。マスの内容は移民に関することだけに絞ることで「移民の生活の様子につい
て学ぶ」という目的意識をもって取り組めるように工夫した。

【 単元の意義 】

【 児 童 ／ 生 徒 観 】

【 指 導 観 】

氏　　名 武井 昂太 学 校 名 神奈川県川崎市立梶ケ谷小学校

担 当 教 科 等 全教科 対象学年（人数） 特別支援級　6年生（4名）
実 践 年 月 日 も し く は 期 間（時 数） 2023年11月（4時間）

実 践 者

【 実 践 概 要 】

自 己 を 見 つ め る

内容項目　C（18）国際理解、国際親善　　D（21）感動、畏敬の念

･ 現在の自分自身の暮らしぶりとの違いに気付き、自分が移民をする立場になったならばどのよ
うに感じ、何を思うかを考える。【感動・畏敬の念】

･ 学習したことや今までの自分の言動を振り返ってブラジルとのつながりについて考えをまとめ
る。【国際理解・国際親善】

〈 関連する学習指導要領上の目標 〉

【 2 】単元 （活動）名

【 3 】授業テーマ（タイトル）と単元目標

【 1 】実 践 す る 教 科・領 域

【 4 】単 元 の 評 価 規 準

道徳 「近くて遠い国」

困難に負けず、生活の中に楽しさや希望を見出そうとした移民の方々の生活の様
子を知り、そのたくましい生き方に感動する心を育むとともに、移民政策をきっ
かけとし、深いつながりをもつブラジルに関心をもち、これからもそのつながり
を大切にしようとする心を育むこと。

〈 単 元 目 標 〉

〈 授業テーマ 〉「遠くて近い国」

【 5 】単元設定の理由・単元の意義 （児童/生徒観、教材観、指導観）

教材について
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過程・
時間

教員の働きかけ・発問
および学習活動・指導形態

指導上の留意点
（支援）

資料
（教材）

導入
（8分）

○前時のふりかえりをする。

○移民という人々について紹介する。

・前時の学習をまとめた掲示物への着目を
促し、記憶を喚起する。

・「どのような人々が日本文化をブラジルに
持ち込んだのか」という前時に見出した
課題解決の見通しがもてるようキーワー
ドを示す。

・前時に見出した課題の解決のためにすご
ろくを行うことを児童と確認する。

・前時の内容をまとめ
た掲示物

・「ハルとナツ」

展開
（22分）

○移民すごろくを行う。 ・移民の方々の暮らしを知って感じたこと、
思ったことを適宜問い、板書する。

・移民すごろく

まとめ
（15分）

○なぜブラジルには日本に馴染みのある
ものがたくさんあるのか考える。

○移民の方々の生活の様子や生き様につ
いて知り、心に残ったことをまとめる。

・移民の方々が日本文化をブラジルに持ち
込んだことがわかるますにきた時に問う。

・一面的な考え方をしている場合には問い
返し、多面的に考えられるようにする。

・ワークシート

【 8 】評価規準に基づく本時の評価方法

自己を見つめる
　現在の自分自身の暮らしぶりとの違いに気付き、自分が移民する立場だったらどう感じ、何を思
うかを考える。

【 9 】学 習 方 法 及 び 外 部 と の 連 携

　グループに一枚、拡大したすごろくを配付することで、止まったますの場所と説明を互いに共有
できるようにする。また、互いの物理的な距離感を近くすることで自然と会話が始まるようにし、
考えを広げたり深めたりできるようにする。

【 10 】学 校 内 外 で 国 際 理 解 教 育・授 業 実 践 を 広 め る 取 組

　6年生の社会科では日本とつながりの深い国の人々の生活について学習する。その際、資料を提
供したり、実際に授業を行ったりする予定。

時 小単元名 学習のねらい 学習活動 資料など

１ 「遠くて 
 近い国」

写真や動画をもとに課
題を見出すことを通し
て、学習への関心を高
めるとともに、見通しを
もつことができる。

○世界の祭りの動画を見て、どの国の祭りかを
考える。

○マナウスの盆踊りの写真や動画を見てどこが
日本に似ていると思ったのかを考える。

○日本に馴染みのあるものがブラジルではたく
さん見られることを知り、もっと知りたいと
思ったことについて考える。

○なぜブラジルには日本に馴染みのあるものが
たくさんあるのか考える。

○振り返りを行う。

・スペインのトマト祭り、
タイのコムローイ祭り
（YouTube）、 
　マナウスの盆踊り 
（授業者撮影）

・ワークシート

2
本時

「遠くて 
 近い国」

自分自身がブラジル移
民になったつもりで生
活上の苦労や努力につ
いて考えることを通し
て、そのたくましい姿に
感動する心情を育む。
【感動・畏敬の念】

○前時のふりかえりをする。

○移民という人々について紹介する。

○移民すごろくを行う。

○なぜブラジルには日本に馴染みのあるものが
たくさんあるのか考える。

○移民の人たちの生活の様子や生き様につい
て知り、心に残ったことをまとめる。

・前時の内容をまとめた
掲示物

・移民すごろく
・「ハルとナツ」
・ワークシート

3 「遠くて 
 近い国」

写真を通して、日本とブ
ラジルとの文化的なつ
ながりや共通点に気付
き、ブラジルに関してよ
り一層関心をもつこと
ができる。

○前時のふりかえりをする。

○写真をもとにどのようなつながりが生まれて
いるのかを考える。

○ふりかえりを行う。

・前時の内容をまとめた
掲示物

・写真
・ワークシート

4 「遠くて 
 近い国」

歴史的、文化的、経済
的に強いつながりのあ
るブラジルとの関係を
これからも大切にした
いという心を育む。
【国際理解・国際親善】

○前時のふりかえりをする。

○それぞれの資料がどのようなつながりを表し
ているのかを考える。

○国同士のつながりが大切な理由を考える。

○ふりかえりを行う。

・前時の内容をまとめた
掲示物

・ワークシート
・写真

【 6 】単 元 計 画（ 全 4時 間 ） 【 7 】本 時 の 展 開（2 時 間 目 ）

 自分自身がブラジル移民になったつもりで生活上の苦労や努力について考えることを通して、
そのたくましい姿に感動する心情を育てる。

本 時 の ね ら い
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↑すごろくの時の児童のつぶやきや意見を板書したもの。ますに止まるたびに、その説明と関連す
る「ハルとナツ」のシーンを見た。過酷な様子がわかりやすく描かれているため、子どもたちも「絶
望的な気持ち」「かわいそう」などという言葉で、移民の方々の苦労を表現していた。そこで、「そ
んな中で今でも愛される品質の良い野菜や果物を育てたってことだよね？」「大変なこともたくさ
んあったとは思うけど、仲間たちと日本の行事や遊びを行った時ってどんな気持ちだったと思う？」
と問い返した。すると、「移民の人たちは救世主ですね！」「苦しさに負けていないからすごい！」
と多面的に考え始め、本時でねらった【感動・畏敬の念】へと向かっていった。

↑子どもの単元の振り返り。移民の方々について知ることを入り口とし、ブラジルという国や世界
に関心を広げてほしいと願って構想した単元だった。そうは言いつつも、児童の振り返りを分析す
ると、やはり授業者自身が一番思いをもって扱った場面が子どもたちの印象に残るのかもしれない
と思った。もしくは、ワークショップを行うことで楽しみながら学んだからこそ、この場面での学
びが印象に残ったのかもしれない。

参考資料：JICA横浜ライブラリーの資料多数
　　　　　JICA横浜海外移住資料館の写真
　　　　　「ハルとナツ 届かなかった手紙」 NHK総合テレビ

別添資料：授業で使用したすごろく台紙

【 15 】授業者による自由記述

　「11．苦労した点」で述べたとおり、国際理解教育を小学校の現場で行うことには難しさがある
かもしれない。とりわけ、学習指導要領に基づいて、教科学習の中にワークショップを位置付ける
となると私自身は頭を抱えた。しかし、子どもたちは関心をもち、知的好奇心がくすぐられる中で
こそ真に学んでいくものだと考えると、「14．学びの軌跡」でも述べたとおりワークショップは可
能性を秘めた学習手段だとも思う。拙い実践ではあるが、参考にしていただき、よりより実践の叩
き台となるならば幸甚の至りである。

【 自 己 評 価 】

【 11 】苦 労 し た 点

　授業を行うにあたって、どの教科に位置付けて授業を構想するかに大変苦心した。一般に選択肢
は「社会」「外国語」「総合的な学習の時間」そして「道徳」だと考える。しかし、私が所属する自治
体では「道徳」に絞られると言っても過言ではない。「社会」で行えるのは6年生担任のみだし、「外
国語」は専科の先生が授業を行う。「総合的な学習の時間」は、各校、各学年ごとに扱う題材は決まっ
ているから、一担任の思いで国際理解教育を扱うことは容易ではないのである。したがって今回は

「道徳」で行った。しかし、「道徳」には「道徳」の目標があるため、国際理解教育への思いが増せ
ば増すほど、「道徳」の目標から離れていってしまう難しさを感じた。以上のような難しさから「道徳」
の学習ではあるが、1時間で授業を構想するのではなく、記録に残す評価を行わない時間を含めた、
単元で授業を構想することとした。

【 12 】 改 善 点

　日本との相違点についても扱わなければならなかった。そして、それらにはブラジル独自の文
化や習慣、考え方、願いや歴史などが詰まっていて、尊重されなければならないものだと感じられ
るようにしなければならなかった。しかし、本単元を構想するにあたって、移民の方々の生き様を
中心として扱いたいという思いがあったため、これら2つを1つの単元として構成することが難し
かった。

【 13 】成 果 が 出 た 点

　子どもたちから「この学習もっと続けたいです」「次に国際理解教育をするのはいつですか」とい
う声が聞かれた。ブラジルへの興味関心が高まったことがうかがえた。また、「別の国についても
勉強したいです」という声も聞かれたし、実際に休み時間、自らインターネットでその他の国につ
いて調べ、ノートにまとめる児童も複数いた。ブラジルをきっかけに、その関心を世界に広げる子
どもたちも出てきたことがわかる。

【 14 】学 び の 軌 跡 （ 児 童 生 徒 の 反 応、感 想 文、作 文、ノ ー ト な ど ）
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SHOMA MOTO

氏　　名 本　祥馬 学 校 名 山梨県忍野村立忍野小学校

担 当 教 科 等 全教科 対象学年（人数） 5年3組（27名）
実 践 年 月 日 も し く は 期 間（時 数） 2023年11月17月（1／2 時間）

実 践 者

【 実 践 概 要 】

（１）多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となる
ことについて理解し、行動の仕方を身に付けるようにする。

〈 関連する学習指導要領上の目標 〉

【 2 】単元 （活動）名

【 3 】授業テーマ（タイトル）と単元目標

【 1 】実 践 す る 教 科・領 域

【 4 】単 元 の 評 価 規 準

特別活動 よりよい人間関係の形成

学級や学校の生活において互いのよさを見付け、違いを尊重し合い、仲良くした
り、信頼し合ったりして生活するために自分ができることを探すことができる。

〈 単 元 目 標 〉

〈 授業テーマ 〉「多 文 化 共 生 」

1 知 識 及 び 技 能

2 思 考 力、判 断 力、表 現 力 等

3学びに向かう力、人間性等

ブラジルに渡った、日系人の喜びや苦労を知ることができる。

日系人について理解を深め、日本にやってくる外国人について考えることができる。

日系人への思いをはせ、日系人の喜びや葛藤を考え続けることができる。
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【 7 】本 時 の 展 開（1時 間 目 ）

　ブラジルにおける、日系移民の喜びや苦労をスライドやすごろくを通して、知ることができる。
本 時 の ね ら い

過程・
時間

教員の働きかけ・発問
および学習活動・指導形態

指導上の留意点
（支援）

資料
（教材）

導入
（5分）

1.いつから日本人がブラジルへ移り住んだのかクイズ
に答える。 
■50年前　　■10年前　　■100年前

2.ブラジルまで、船で何日かかるかクイズに答える。 
■30日　　　■60日　　　■90日

･いつから日本人がブラジルへ移り
住んだのかクイズをする。

･ブラジルまで船で何日かかった 
クイズをする。

スライド資料

展開
（30分）

3.ブラジル生活ゲームのルールを知る実際にすごろく
をする。 
マス目で驚いたことや、初めて知ったことをプリント
に書く。 
試しにサイコロを2つ使ってルールを確認する。

･コマがすべて同じだと、ブラジルに行った人が全員
同じとなってしまう。

･コマに性格を付けたい。

4.どの属性のコマが一番早くゴールに行けるか考え 
コマを選ぶ。 
 
コマの属性 
①お金がある 
②現地語（ポルトガル語）が話せる 
③現地に知り合いがいる。 
④誰とでも仲良くなれる 
⑤体がじょうぶ 
⑥メンタルが強い

病気で入院するマスに、「体がじょうぶ」な人が止まっ
たら、すごろくには、一回休みというルールだがグルー
プで相談して、休みなしにするなど

･ブラジル生活ゲームをさせる

･ルール説明をする。
･すごろくをしながら、驚いたこと
や、初めて知ったことをワークシー
トに書かせる。

･１回目のブラジル生活ゲームの
ルールに付け加えたいことを考え
させる。

･コマに属性を付けて2回目のブラ
ジル生活ゲームをさせる。

･属性によって、マス目の見方や
考え方が変わってくる。一回休み
や、2マス進むなどの詳しいルー
ルについては、グループで相談し
て全員が納得したら次に進めると
伝える。

･ 1分以内に決まらない場合は、
じゃんけんまたは、基のすごろくの
ルールに従ってコマを進めさせる。

･ブラジル生活ゲームを通して感じ
たこと、考えたことをプリントに
書かせる。

･サイコロ
･すごろく
･すごろくの目の
資料

･コマ
･コマの属性の 
説明用紙

･プリント

【 単 元 設 定 の 理 由 】
　私が勤めている学校は、山梨県の忍野村という所にある。忍野村は外国から観光客がよく来る土
地であるために、子ども達は外国人と出会う機会が多くある。さらに、学校内には外国籍の児童、
外国にルーツのある児童が多く、私のクラスには3人いるので、互いの違いを理解して尊重し合い
生活できるようになってほしいと思ったから本単元を設定した。

　子ども達同士がお互いの文化や価値観の違いを知り、認め合いよりよい生活をするためにどうし
ていくとよいかを様々な立場から考えることができる。

　本学級は、男子14名、女子13名の計27名在籍している。誰とでもすぐに仲良くなれる元気な
子どもが多く、笑顔が多いクラスである。自分の気持ちを伝えることができるようになってきてい
る。一方で、何気ない一言、冗談に悲しむ子ども達も見受けられるようになってきた。自分の気持
ちを表現することについては、上手とはいえない状況にある。

　ワークショップのブラジル生活ゲームを通して、日本人がブラジルに渡った時の喜びや、苦労を
知ることで、日本に来ている外国人がどんなことに喜びや、苦労するのか想像できるようになり、
違いを認め合う心構えができると考える。自分の気持ちを上手に表現できるような環境を作りた
いと考え、本実践を行った。

【 単元の意義 】

【 児 童 観 】

【 指 導 観 】

時 小単元名 学習のねらい 学習活動 資料など

１
本時

ブラジル生活
ゲーム

ブラジルに渡った日系人の喜び
や苦労をスライドやすごろくを
通して、知ることができる。

･ブラジルに渡った日系人の喜びや苦労を
スライドやすごろくを通して、知る。

･印象に残ったマスについて理解を深める。

ブラジル生活 
ゲームのゼット

2 日本生活
ゲーム

前回のすごろくを通して、これか
ら日本にやってくる外国人の喜
びや苦労について考え、日本に
来た外国人版のすごろくを作る
ことができる。

･日本にやってくる外国人がどんなことに 
喜びや苦労を感じるのか考える。

･日本版のすごろくを作る。

ジャムボードの 
データ

【 6 】単 元 計 画（ 全 2時 間 ）

【 5 】単元設定の理由・単元の意義 （児童/生徒観、教材観、指導観）

め あ て : ブ ラ ジ ル 生 活 ゲ ー ム を 通 して、ブ ラ ジ ル で の 生 活 に つ い て 考 え よう
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子ども達の振り返りシートより

ブラジル生活ゲームを終えてのコメント
・ブラジルに移住した人は色々な苦難に耐えながらも生活していたのがすごいと思った。
・昔、日本人がブラジルに60日かけて移住したことに驚いた。
・ブラジル移民はとても貧しい生活をしていたということを知りました。私は、ブラジル移民より
とてもいい暮らしをしているので、とてもびっくりした事が多かったです。

・自分が経験した中では、1回もなかった事だし、想像もしないことでびっくりしたけどたくさん
知れて楽しかった。

「統計資料を見て、今後どうしていきたいか」という問いに対しての反応
・海外からくる人達に対して言葉が通じなくても分かろうとする気持ちが大切だと思います !
・様々な人と一緒に過ごすことは、自分も学べるということで大切だと思います。
・外国人だからって差別せずに日々の生活を送ることを大切にしたい。
・外国人がきたら色々のことを教えたいと思います。

【 自 己 評 価 】

【 11 】苦 労 し た 点

　ブラジルに渡った日本人に対して、大変や、かわいそうという気持ちを考えることができる子ど
も達は多くいたが、ブラジルに渡った日本人の喜びについては考えるのに時間がかかったり、見つ
けることができない子ども達が多かった。すごろくを楽しんで終わりと思ってしまう子ども達を
引き付けることに苦労した。振り返りの時に、子ども達に自分事としてとらえられるような発問を
考えることが大変だった。

【 12 】 改 善 点

　すごろくをするのに時間がかかってしまったので、ルールを簡素化したり、双六の目の数を減ら
したりすると、振り返りの時間をしっかりと確保できると思った。また、目の説明のスライドの情
報が多く読むのに時間がかかってしまった。もっと端的にスライドを作ったほうが良かった。

【 13 】成 果 が 出 た 点

　すごろくで、ブラジルに行った日本人の生活を体験することで、楽しみながら歴史や、ブラジル
との関わりを知ることができていた。属性を付けることで、グループでの会話が広がり、思いを伝
える機会が増えた点が良かった。また、日本版のすごろくを作成する時には、外国人がどんなこと
に喜ぶのか、苦労するのか、想像することができた。違いを知り、認め相手の立場を想像すること
が何よりも大切だということに気が付いた姿が見られた。

･ ブラジルに渡った、日系人の喜びや苦労を知ることができる。
･ 日系人について理解を深め、日本にやってくる外国人について考えることができる。
･ 日系人への思いをはせ、日系人の喜びや葛藤を考え続けることができる。

　学習方法は、ワークショップを行う時や、話し合いをする時には、4人1グループで考えさせる
ようにしていた。4人で考えさせることで、話し合いが活発に進むような感覚があります。ただし、
しっかりと自分の考えを出した上で話し合いをすることが大切だと思っています。
　外部との連携は、特にありません。

　学校内では、ワークショップを学年の他のクラスでも行いました。同じ学年でも、クラスが違う
と考え方が違ったり、感じ方が違ったりして、教材の使い方や、問いかけの質を上げていきたいと
感じることができました。まだ、校内で授業実践を広めることができていませんが、様々な学年の
実態に沿って道徳の授業や、総合的な学習の時間などを使い、国際理解教育や、多文化共生につい
て考える機会を設けたいと考えています。

まとめ
10分

5.振り返る
･プリントを見て、驚いたこと、初めて知ったことを 
書く。

･ブラジルに渡った日本人がいることを 
初めて知った。

･食べ物に苦労があったことを初めて知った。

6.資料を見て感じたことを発表する。
･日本に来ている外国人が増えている。
･日本で苦労している人々がいるかもしれない。

7.次回の確認をする。

･『令和２年国勢調査　人口等基
本集計結果からみる我が国の外
国人人口の状況』から感じたこと
を発表させる

･	日本に来ている外国人がどういう
喜びや苦労を感じているかを考
え、日本バージョンのすごろくを
作ることを伝える。

･日本に来ている 
外国人の統計資
料『令和２年国
勢調査　人口等
基本集計結果か
らみる我が国の
外国人人口の状
況』

【 8 】評価規準に基づく本時の評価方法

【 9 】学 習 方 法 及 び 外 部 と の 連 携

【 10 】学 校 内 外 で 国 際 理 解 教 育・授 業 実 践 を 広 め る 取 組

【 14 】学 び の 軌 跡 （ 児 童 生 徒 の 反 応、感 想 文、作 文、ノ ー ト な ど ）
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【 15 】授業者による自由記述

　ブラジルでの教師海外研修は、とても刺激的で、自分自身の引き出しを多くすることができたと
感じています。教師海外研修に行ってもいいと許してくれた学校には感謝しかありません。ワー
クショップを作るのは、大変でとてもきつかったです。しかし、一緒にブラジルで研修を受けたメ
ンバーと、取り留めのない話をすることはとても、面白かったです。
以前は当たり前という言葉嫌いでした。でも、文化も言語も違うブラジルに行って感じたことは、
人って違って当たり前なのだということでした。人と違うことを恐れずに話をすることがとても
大切だと感じます。この研修を通して、また授業実践を通して、「問い＝答え」ということが身に
染みて感じました。問いの質を上げるために多くの違和感を大切にしていきたいです。その違和
感をポジティブに伝え合える世の中になってほしいと感じています。そのためにも、私自身が違和
感をポジティブに捉えられるような地球人になりたい強く考えています。

参考資料 :
・『令和２年国勢調査　人口等基本集計結果からみる我が国の外国人人口の状況』
・授業で使用したワークシート

・本時で使用したパワーポイント
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YASUKO MORITA
　「幸せ」を考えるときに、まずは自分だけの幸せを考える。今回の活動は、自分たちの村の幸せ
を考え、必要なものや施設を勝ち取ることからスタートする。じゃんけんで勝つことでしか必要な
ものや施設をもらうことができない。話合いではなくじゃんけんなので運次第。不公平感が生じる。
この不公平感から、児童が自分だけではなく、周りの村の状況を考えて、どうすればよいか考える。
村から国、そして自分の住んでいる町、国はどうなのかと視点を広げることが大切であると考えて
いる。

　本校では国際教室があり、様々な国にルーツをもつ児童が増えている。また、本学級では、外国
籍の児童が在籍していること、日本語以外に中国語・英語を話せる児童がいること、日本語が話せ
ない児童が入学するなど国際色豊かである。海外旅行や海外で生活していた児童もいることから、
日本以外の国について知識のある児童も多い。しかし、日本語が話せない児童がいても、自分から
積極的に関われる児童はあまりいない。日本以外の国や世界に興味をもち、自分の国への誇り、自
信をもって多くの人に関わってほしいと思っている。

　本学級には、外国にルーツをもつ児童が多いことが児童にとってよい経験であると捉えている。
このことを、児童にも伝えていきたい。自分の国のことを知ること、友達の国のことを知ること、そ
して、もっと仲良くなるためにはどうしたらよいか考えること、意見が合わなかったときにどうやっ
て解決していけばよいのかを考えられるようになってほしい。これは、児童が大人になってからたく
さんの人と関わった時に、活かせる経験であると考えている。違った価値観を受け入れる、視野を
広げることで考えを広げることができることがこれからを生きる児童には必要だと考えている。

【 単元の意義 】

【 児 童 観 】

【 指 導 観 】

味をもち、自分事として考えることはできないか考えた。日本のよさ、日本以外のよさを知ること
で、自分の幸せはどうやってつかんでいくのかを、自分と向き合って考えほしいと単元を設定した。

時 小単元名 学習のねらい 学習活動 資料など

１ 「エンザロ村
のかまど」

日本人としての自覚や誇
りを持ち、進んで他国の
人 と々つながり、国際親善
に努めようとする態度を
育てる。

1.日本にはない問題で苦しんでいる他国の状況につ
いて知っていることを発表する。

2.「エンザロ村のかまど」を読んで話し合う。
◎岸田さんは、どんな思いからエンザロ・ジコを考
え出したのでしょうか。

3.国際理解や親善を自分の問題として考える。
○困っている外国の人々を手助けするために、 
あなたはどんなことをしていきたいですか。

4.世界の人々のために活躍する（活躍した）人物に
ついて、教師の話を聞く。

ワークシート

【 6 】単 元 計 画（ 全 2時 間 ）

氏　　名 森田 靖子 学 校 名 神奈川県横浜市立神橋学校

担 当 教 科 等 全教科 対象学年（人数） 6年2組（32名）
実 践 年 月 日 も し く は 期 間（時 数） 2023年11月8月（3時間）

実 践 者

【 実 践 概 要 】

日本人としての自覚や誇りを持ち，進んで他国の人々とつながり，国際親善に努め
ようとする態度を育てる。

〈 関連する学習指導要領上の目標 〉

【 2 】単元 （活動）名

【 3 】授業テーマ（タイトル）と単元目標

【 1 】実 践 す る 教 科・領 域

【 4 】単 元 の 評 価 規 準

道徳「国際理解・国際親善」（相互理解・寛容） 「みんなで作ろう幸せの村」

自分たちの村が幸せになるために必要なものを考えることや村づくりの話し合い
を通して、発展のために必要とする物が人によって違うことに気づき、社会の発
展の仕組みについて考える態度を育てる。

〈 単 元 目 標 〉

〈 授業テーマ 〉「みんなで作ろう幸せの村」

〇自分たちの村に必要な施設や物をかんがえることができたか。
〇他の村の状況を聞いて、自分たちでできることは何かを想像することができたか。
〇村から国に考えを広げた時に、社会の仕組みについて考えることができたか。

【 単 元 設 定 の 理 由 】
　本単元は、道徳の「国際理解・国際親善」の単元に基づいて設定した。本学級には外国籍の児童
が在籍することや日本語が話せない児童が体験入学するなど国際理解に関わる環境が必要であっ
た。積極的に英語を使って会話したり、インターネットを使ってその児童の国について調べてみた
りするなど、関わることができていた。これが、国際理解の一歩だと考えているが、もっと深く興

【 5 】単元設定の理由・単元の意義 （児童/生徒観、教材観、指導観）

74 75



（６）ボーナスチャンス 
どのグループももの、施設カードをもらえる。

（７）それぞれの村でもらったものや施設を発表する。
　　・〇村は病院がなかったので、絶対に病院が欲し

かったけど、もらえませんでした。
　　・〇村は人々が疲れているというので、娯楽施設が

欲しかったのでもらえてよかった。
　　・〇村は子どもが少ないので、学校はいらないと思

いました。でもボーナスチャンスで学校をもらい
ました。

・じゃんけんで勝つことでものや施
設がもらえる。運であることに
気が付く。（不公平感）

・ボーナスチャンスがあることで、
全部の村にもの・施設のカード
が1枚はもらえるようにする。

3.それぞれの村の条件、もらったものや施設を聞いて考
えたことを発表する。（全体）

　　・自分の村は、ほしいものがすべてもらえたから幸せ
な村になりました。

　　・たくさんもっている村と少ない村があるからずるい
と思います。

4.このクラスが国に変わったら、自分の村はどう考える
かを発表する。（全体）

　　・〇村と同盟を組んで、必要なものをもらう。
　　・田畑のある村でたくさん食材を作って、工場のあ

る村で加工してもらう。
　　・話合って、みんな平等にしていきたい。

・自分の村だけでなく、他の村に
ついても考えるように声をかける。

・さらに村から国になったことで、
大きな集団になったことに気付
かせる。

・自分の幸せに生活できるかもう
一度考える。

まとめ
（5分）

5.ふりかえり
　　・世の中には、不公平がたくさんある。自分は幸せに

暮らしたい。
　　・戦争があるのは、やっぱり自分のことばかり考えて

いるからだと思う。
　　・支え合える国がいいと思う。
　　・それぞれのよさを尊重し合えるようになりたい。

・貧富の差が激しい国の写真をみ
ることで、どんな国がよいか視点
を与える。

・ブラジル 
の写真

2
本時

「みんなで
作ろう幸せ

の村」

自分たちの村が幸せにな
るために必要なものを考
えることや村づくりの話
し合いを通して、発展のた
めに必要とする物が人に
よって違うことに気づき、
社会の発展の仕組みにつ
いて考える態度を育てる。

1.幸せに生活する上で必要なものや施設を考える。
2.村の条件カードを配り、村ごとに必要なものや施

設について考える。（個人→グループ）
3.村の代表が前に出て、どのカードをグループに渡

すか決める。（じゃんけん）
4.カードをもらったところで、それぞれの村の条件と

もらったカードを発表する。
○自分の村と周りの村の違いについて違いは 
不公平感に気付く。

5.村が一緒の国に変わったときに、どうするか 
考える。

6.どんな国がよいか、どんな大人になりたいかを 
考える。

施設・もの
カード

村条件カード

ワークシート

3
（予定）

「海外で活躍
している 
日本人を 
知ろう」

日本人としての自覚や誇
りを持ち、進んで他国の
人 と々つながり、国際親善
に努めようとする態度を
育てる。

1.「エンザロ村のかまど」の学習を想起する。
2.カンボジアのJICAで活躍する隊員とZOOMで交

流する。 
○カンボジアについて 
○日本の教育とカンボジアの教育について

3.日本やカンボジアのよさを考える。また、自分に今
できることは何かを考える。

ワークシート

【 7 】本 時 の 展 開（2時 間 目 ）

　自分たちの村が幸せになるために必要なものを考えることや村づくりの話し合いを通して、発展
のために必要とする物が人によって違うことに気づき、社会の発展の仕組みについて考える態度を
育てる。

本 時 の ね ら い

過程・
時間

教員の働きかけ・発問
および学習活動・指導形態

指導上の留意点
（支援）

資料
（教材）

導入
（5分）

1.自分たちが幸せに暮らすために、必要なものや施設に
ついて考える。（全体）

・すべての意見を肯定で捉え、理由
を聞く。それぞれ幸せの価値がち
がうことに気が付くようにする。

展開
（35分）

2.自分たちの村が幸せになるために必要なものや施設に
ついて考える。

（１）もの・施設が何かを知る
（２）グループになり、村の条件を知る。
（３）個人で村の必要なものについて考える。
（４）グループで村に必要なものを順番を決めて 

３つ決める。
（５）村の代表が、必要なもの・施設を取りにくる。 

重なってしまった場合は、じゃんけんで決め、 
負けたらもらえない。

・自分たちの幸せのものや施設と
違うことに気が付く。

・自分で考えた後に、グループで
共有し決めることで、違う意見
を受け入れることができるように
する。

・もの、施設 
カード（大）

・村条件カード
・ワークシート

・もの、施設 
カード（小）

○自分たちの村に必要な施設や物をかんがえることができたか。
→村の条件に合わせて、必要なものや施設を理由も付け加えて考えることができていたか。
また、グループで３つにするときに、自分の選んだ理由を友達に伝えることができたか。 
（ワークシート・発言）

○他の村の状況を聞いて、自分たちでできることは何かを想像することができたか。
→自分の村の幸せだけでなく、他の村の条件を聞いて、自分のできることを考えることができたか。
　（ワークシート・発言）

【 8 】評価規準に基づく本時の評価方法

76 77



【 自 己 評 価 】

【 11 】苦 労 し た 点

　村の条件を考える際に、どんな条件があったらものや施設を選べるか、考えるかという点で悩んだ。
条件ともの・施設の関係性も子どもたちの思考に関連させないと選べないからだ。村の条件を考える時
に、どこの国かを想定しながら考えることで、全ての村の条件をみた時に想像できるように工夫した。

【 12 】 改 善 点

　ものと施設のカード8枚の選定には、苦労した点も多い。村の条件に合わせて考えたが、授業
後に子どもたちから「ダムや電気が必要だった。」という声が聞かれた。枚数ともの・施設につい
てはアレンジが必要である。

　今回は道徳の授業の国際理解で授業展開を考えた。6学年の社会科「世界の中の日本」の単元
で世界の状況を調べてからこの授業を展開したら、もっと子どもたちが視野を広げて考えられた
ように感じる。

【 13 】成 果 が 出 た 点

　個人で考えてからグループで話し合って、3つ決めるという話合いの活動をした。友達の考え
を聞きながら3つに決めるという活動は、相手の考えの意図や環境を想像したり、自分の考えを
広めたりすることにもつながる。また、なかなか意見を言えない児童も安心して話合いに参加す
ることができた。

　村・国の幸せを考えた後に一枚のブラジルの写真を見せた。この時間以外に、いろいろな国の
写真を見せながら世界のことを考える時間はあったが、今回のブラジルの貧困の差が分かりやす
い写真は初めてたった。児童の様子を見ていると、この写真の影響は大きかったようだ。授業
の中で児童の印象に残る、また考えが深まる写真の提示が大切だと感じた。

○話合いの工夫
　　村の条件に合わせて、幸せになるために必要なもの・施設を考える活動では、個人→グループ
→全体と個人で考える時間を大切にした。グループで話合う時も友達の意見を大切にしながら考
えるように日ごろから指導を繰り返した。自分の意見をもつことで、友達の意見を取りいれやす
くなる。あっている、間違っているという判断ではなく、自分自身の視野を広げるためにも、話
合いを大切にしていきたい。

○ JICAの隊員との出会い
　　ZOOM を使って、横浜にいる人以外にも簡単に出会えるようになった。今回はカンボジアに
長期派遣隊員でいっている JICA 職員と交流する計画を立てている。実際に横浜で小学校教員
をやっていた先生なので、日本の教育のよいところ、カンボジアの教育のよいところを知ること
で、日本のよさを再認識し、日本のよさを広めている人がいることに気が付いてほしい。

　ブラジル研修後に職員に向けて、国際理解やインクルーシブ教育の研修と兼ねて報告会を行った。
本校では、パラオに JICA 職員として派遣していた先生や IAPE で外国にルーツをもつ子どもた
ちと交流をする先生もいる。その先生たちとも一緒に海外での生活やそこの国の人たちとどのよ
うに関わるのかを視点に研修を行った。外国につながる子どもたちの苦労や困り感など、私たち教
員側がどのように指導、関わっていくことがよいのか新しい視点で考えることができた。

　本校では、教科担当で学年経営を行っている。そのため、ブラジル研修での報告をクイズ形式に
した授業や今回の授業も６学年の全クラスで行うことができた。また、今回の授業を他学年の先生
も参観できるように声をかけ、各学年に合わせて授業の進め方を工夫できるように提案した。

【 9 】学 習 方 法 及 び 外 部 と の 連 携

【 10 】学 校 内 外 で 国 際 理 解 教 育・授 業 実 践 を 広 め る 取 組

○村から国に考えを広げた時に、社会の仕組みや平等・不平等について気づくことができたか。
→じゃんけんでほしいものをもらえる仕組みが、世の中にある力の強いものだけがもらって
しまう仕組みが不平等であることに気づき、自分にできることを考えることができたか。 

（ワークシート・発言）

○それぞれの村の発表を聞いて感じたこと、考えたことは ?
● みんな求めるものが同じなんだと感じた。世の中って、発展している国と貧しい国があるから違
う村とも関わっていきたい。

● 他の物資と交換してほしい !!
● 私たちの村はよい村だと思った。それぞれの村の特徴を生かして、よい村を作っていくのがいい。
● 自分がいらないと思っても、他の村では必要なものがあると思った。Ａ村がだいぶ裕福だと感じた。
● 村によってほしい物やいらない物がちがうことが分かった。
● 字が読めない人が多い場合は、学校ではなくて違う方法があるのではないかと考えた。
● ほしい施設がもらえないと、苦労が大きくなる気がする。

【 14 】学 び の 軌 跡 （ 児 童 生 徒 の 反 応、感 想 文、作 文、ノ ー ト な ど ）

○校内研修

○教科担当

○村の条件カード

○１時間の活動時間配分

○もの・施設のカード

○話合いの工夫

○他教科との関連

○1枚の写真

　今回は45分の授業で展開したが、時間が足りないように感じた。村から国に感が方を変える
時に、もっと時間をかけて考えたり、最初に自分たちの幸せについて考えたりことと比べてみる
など、授業最終（まとめ）の工夫と授業を2回に分けるなどの展開の工夫が必要である。
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【 15 】授業者による自由記述 （教師海外研修に参加した本学習指導案作成者として、他の教員へのメッセージなど）

　コロナ影響で、人との関わりが減り、外に興味が無くなってしまった子どもたち・・・ゲームや相
手のことを知らずに交流できるようになった子どもたちの世界。今回、この研修に参加したきっか
けは、児童に身近にいる先生の実体験を聞くことで、自分の知っている世界を広げてほしいと思っ
たからである。もちろん、自分の世界を広げながら日本のよさにも気が付いてほしいと思っていた。
　実際にブラジルに行った話を聞きながら、児童はブラジルのよさにも気が付いたし、日本のよさ
にも気が付くことができた。今回の授業ではブラジル、日本に限らずたくさんの国を想像しながら、
自分ができることは何かをじっくり考えることができたと感じている。正しい答えではなく、児童
の今ある率直な思いを大切にしながら、「将来こんな授業やったな・・・こんな話聞いたな・・・」と
思い出せるような印象に残る授業をやっていきたいと思う。

別添資料：〇授業中の資料（パワーポイント）　〇村の条件カード　〇振り返りシート○このクラスが国にと考えたら、どうやって幸せにする？
● いろいろな村と協力して、同盟を組み、お金をあげ、作物をもらい・・・助け合って国をよくする。
● どこかの村と同盟を組む。勢力をあげる。
● 自分の村が面倒になったら、違う村に行く。
● 他の村と協力する。自分の村の弱い部分を支え合っていく。
● それぞれの施設で儲けを考えていく。他の国と貿易をし、世界の国と協力していく。
● 最悪の選択はしないようにする。すべてを合併することはできないので、差を減らしていく。

○今日の活動を通して、感じたこと、思ったことは？
● UNICEF などの機関ができ、発展途上国への支援は増えてきたかもしれない。先進国では「自
分たちが幸せだからいい。」と思っている人がいるのも事実だと思う。日本は戦争をしていない
が、戦争によって苦しめられている人がいるニュースをみると「かわいそう」とおもっていても
本当に手を差し伸べているのは分からない。「自分さえ良ければ・・・」という考え方をかえない
といけないかもしれない。

● いろいろな村、市、県で協力していきたいと思った。国になってもそれぞれの長所を生かして協
力できるようにする。自分もいろいろな場所に行って、その国の長所や短所を知っていきたい。

● 今回の授業でやったことは、実際に世の中でも起こっていると思う。自分の今の生活を振り返っ
てみることと他の国についても知っていきたい。みんなが平等に生きていけるような国にした
い。

● みんなが仲良しで、一人ひとりが支え合える国がいい。一人ひとりがしっかりと意見をもってい
て、はっきりと言える国がいい。

● 幸せになるためには、政治を信じすぎず自分の意思をもって行動することだと思う。
● みんなが幸せになるのは不可能だと思う。
● 幸せなことは、ゲームをすることだと思っていた。みんなで支え合って、安全であることが一番
だと思った。自分は将来、みんなに平等に接することができる人になりたいと思った。
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RYOSUKE YOSHIKAWA

氏　　名 𠮷川 亮介 学 校 名 神奈川県座間市立相模が丘小学校

担 当 教 科 等 全教科 対象学年（人数） 4年1組（30名）
実 践 年 月 日 も し く は 期 間（時 数） 2023年9月〜12月（6時間）

実 践 者

〇道徳科
【Ｂ主として人との関わりに関すること】相互理解、寛容　
【Ｃ主として集団や社会との関わりに関すること】公正・公平・社会正義

【 実 践 概 要 】

【 2 】単元 （活動）名

【 3 】授業テーマ（タイトル）と単元目標

【 1 】実 践 す る 教 科・領 域

【 4 】 指 導 法 の 工 夫

道徳科・国語科 互いの違いを知り、相手への理解を深めよう

「お互いの立場によって必要とするものや、考え方が違うことをとらえる」〈 単 元 目 標 〉

〈 授業テーマ 〉「互いの違いを知り、相手への理解を深めよう」

1 話 し 合 い 活 動

2 ね ら い と 評 価 に 沿 っ た 発 問 構 成

3 思 考 を 広 げ 深 め る 工 夫

　個人の考えをもつ時間の後、グループで話し合いを行った。同じ条件であるはずの村の中で、
意見を一つにまとめなければいけない活動をしたことで、「互いの優先するものの違い」を捉え
させた。

　それぞれのグループに3枚の施設カードを「平等」に配った後、中心発問で「公平になっている
か」を問うことで、「個→全体」への視点に着目させた。

　前時において、「違う立場になって考える体験」や「ブラジル移民すごろく」を行った。ロール
プレイングや疑似体験をすることで、自分とは違う立場の視点をもたせた。

　本学級の児童は、特別支援学級、通級指導教室、授業の個別支援など様々な支援に関わっている
児童が多く在籍をしている。校内においては、外国にルーツのある児童も多数在籍しており、国際
学級も併設されている。また、表立った支援を受けていなくても、特別な配慮が必要であったり、
外部の療育に通っていたりと、個性も多様である。そのため、学級を構築する上で「相互理解」は
必然であるといえる。

　本単元の特徴には、「自分以外の立場になって考える」活動を多く取り入れている。発達段階的に、
対象との間に距離をおいた分析ができるようになってくるが、まだまだ自己中心性が残る年代であ
るといえる。本単元を行うことで、自分以外の考え方の広がりを期待したい。

　それぞれの個性を認め合い、助け合う姿が見られている。その反面、思春期に差し掛かり、「自
分との違い」を意識する児童も増えてきている実態がある。

　第４学年では社会科において、「国際的な分野」の内容も加えられてきている。例えば、「特色
ある地域と人々のくらし」「世界とつながる神奈川県」の単元では、神奈川県と外国とのつながりが
あげられ、自治体や地域の活動について学習する機会がある。その一方、市内に目を向けてみると、
在日米軍基地があるものの、児童の日常生活に密接には関係していない。そのため、国際色豊かな
環境であるとは言い難く、異文化摩擦の体験も乏しいといえる。しかし、自分の生活に焦点を当て
てみると、周囲との「考え方・価値観」は育っている背景によって違い、異文化は児童の生活の至る
所に潜んでいるといえる。そのような気付きを、本単元を通し養っていきたいと考える。

【 単 元 設 定 の 理 由 】

【 単元の意義 】

【 児 童 ／ 生 徒 観 】

【 指 導 観 】

時 小単元名 学習のねらい 学習活動 資料など

１ 道徳科
「ブラジル

からの
転入生」

Ｃ 公正・公平・社会正義・
友達のよい面に目を向け
て生活していこうとする
態度を養う。

題材「ブラジルからの転入生」を
読み、考えることを通して、人には
それぞれ持ち味があり、お互いの
良さを認め合うことで、よりよい
友達関係とは何かを考える。

2
・
３

国語科
「あなた
なら、

どう言う」

■考えとそれを支える理由
や事例との関係について
理解することができる。

題材「キャンプに行こう!!」「た
ぶん、か～みんなで、遊びにいこ
う～」を通して、自分とは違う立

■『キャンプに行こう!!』 
JICA横浜2020年度 

「教師国内研修実施報告書＆
ワークショップ集」

【 6 】単 元 計 画（ 全 6時 間 ）

【 5 】単元設定の理由・単元の意義 （児童/生徒観、教材観、指導観）
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■目的や進め方を確認して
話し合い、互いの意見の
共通点や相違点に着目
して、考えをまとめること
ができる。

また、互いの意見の共通点や相
違点に着目してながら考えをまと
める話し合い活動を行う。

■『たぶん、か～みんなで、 
遊びにいこう～』 
JICA横浜2021年度 
「学校や地域で活用できる！ 
多文化共生ワークショップ集」

4 道徳科
「ブラジル

移民
すごろく」

Ｃ 伝統と文化の尊重、 
国や郷土を愛する態度

題材「ブラジル移民すごろく」を
通して、ブラジル移民の方々が
体験してきた「大変さや喜びな
ど」を味わう。また、疑似体験を
することで、「外国から見た日本」
を考える。

5 道徳科
「みんなで

作ろう
幸せの村」

Ｂ 相互理解、寛容
■お互いの立場によって必
要とするものや考え方の
違いを考えようとする態
度を養う。

題材「みんなで作ろう幸せの村」
を通して、お互いの立場によって
必要とするものや考え方の違い
を考える。

6
本時

道徳科
「深めよう
幸せの国」

Ｂ 相互理解、寛容
■お互いの立場によって必
要とするものや考え方の
違いを考えようとする態
度を養う。

題材「深めよう幸せの国」を通し
て、お互いの立場によって必要と
するものや考え方の違いを考え
る。

【 7 】本 時 の 展 開（6時 間 目 ）

　国つくりを通して、お互いの立場によって必要とするものや、「公平さ」について考える態度
を養う。

本 時 の ね ら い

過程・
時間

教員の働きかけ・発問
および学習活動・指導形態

指導上の留意点
（支援）

資料
（教材）

導入
（5分）

〇前時「みんなで作ろう、幸せの村」を振り返る。

〇めあて「深めよう幸せの国」を確認する。

・Ａ～Ｆ村ごとに条件が違うことで、必要とするものが
違かったことを振り返る。また、村会議の中でも、個
人間で「大切とするもの」考の違いがあったことを抑
える。

・村単位では、「自分の村がよくなればいい」という考
えもあったが、国単位でとらえると、国全体が幸せに
なっていないことに気付かせる。

・自分ごととして捉えられるよう、身近な話題（神奈川
県の中の座間市で考えると…など）に置き換えるよ
うにする。

展開
（25分）

〇個人で活動の流れを確認する。
　●国の名前を決める。
　●それぞれの村の特長（条件） 
と、限られた予算の中で、どの施設を、どの村に
割り当てるかを考える。

 （ワークシート）

・割り当てる施設は前時同様、「病院」「スポーツ
施設」「娯楽施設」「水道」「警察」「学校」「工
場」「田畑」の8つであることを捉えさせる。

・必要な場所に、必要なものを割り当てられるわけ
ではなく、予算内で考えなければならないことを
確認する。

・今回は「一つの意見にまとめ」をするのではなく、
自分と周囲との考えの「同じ点・違う点」に焦点
をあてながら考えて聞くように伝える。

終末
（10分）

〇考えたことを全体で共有する。

〇振り返りカードを記入する。
（ワークシート）

・「正しさ」はなく、「何を優先するかが個人で違う
こと」を全体で十分に振り返るようにする。

国つくりを通して、お互いの立場によって必要とするものや、「公平さ」について考えを深めていた。
（発言・ワークシート）

○学習方法
個人の時間 → グループの時間 → 全体の時間
●  思考を十分に行い、自分の考えをもたせるために、まず個人の時間をもたせた。また、本単元の
目標である「相互理解」が深まるよう、グループワークを活動の中心とした。

（校内）研究授業実践及び、外部研修会の告知・共有。
（校外）自主サークル活動での実践報告及び研修会等の実施。

【 8 】評価規準に基づく本時の評価方法

【 9 】学 習 方 法 及 び 外 部 と の 連 携

【 10 】学 校 内 外 で 国 際 理 解 教 育・授 業 実 践 を 広 め る 取 組

【 自 己 評 価 】

【 11 】苦 労 し た 点

　単元のめあてが「お互いの立場によって必要とするものや考え方の違いを考える」である。活動
が進む中、「お互いの違い」に目を向ける児童は増えたが、それを知ることで「自分の生活にどう繋
がるのか」を考えさせる点に苦労をした。

あなたは、一つの国を任されることにな

りました。この国には、６つの村があり

ます。「幸せの国を作る」ことがあなた

の使命です。国が豊かになるよう、施

設を分配してください。ただし、予算に

は限りがあります。
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● 「自分たちの村がよければ他の村は別にいい」ではなく、協力していったほうがいいことがわかり
ました。

● 村は国で考えると「一つのチーム」だと考えることができました。自分の住んでいる市も、県や
まわりの市町村と協力していけたら、もっとよくなっていくと思いました。

● 「自分たちがよければそれでいい」ではなく、他の人たちも公平にしていかなくてはならないと思
いました。また、人それぞれ立場があることもわかりました。

● 今の日本と同じように「良い所・悪い所」にわかれている。SDGsのように、「世界で直していこう」
という目標がある。今日の道徳では、今の日本と世界をかさねられたような気がした。

● 私の村は、すべてが「荒地」だったけど、みんなで協力し助け合ったら、もっといい村や国になる
ことを知りました。そして、村や国を作る時に、自分の意見だけではなりたたないこともわかり
ました。

● 自分の村だけが完璧でいいんじゃなくて、色んな村と協力し合って生きることが大切だとわかり
ました。

● 他の村にもいいところがあるが、全ての村が同じではない。Ａ村の「暑い、作物がとれない」な
どは、他の村から協力をしてもらったりするなど、国や県で考えても楽しく生活ができると思う。
全員で力を合わせて、もっとよくしていきたい。

【 15 】授業者による自由記述

　「子ども達の世界は狭く、閉鎖的」であると言えます。しかし、「今、目の前にある世界」が子ど
も達のすべてであり、生きている社会であるため当然のことでもあります。そんな私も、「日本語
が話せない児童」がクラスに転入してくるまで、国際理解教育の必要性を感じることはありません
でした。
　ブラジルでは、「日系移民」の方々との交流を通して、「海外から見た日本」を強く感じることが
多くありました。日系移民の方々は、「ブラジル人でありながら、日本人としての誇り」を持ち合
わせています。この出会いは、研修のテーマである「多文化共生」の学びを得られたとともに、激
動の変化の中にある日本社会及び自身の教育観を振り返るきっかけにもなりました。研修後の授
業実践は、学級経営の土台にもなっています。クラスの児童は「身近な人との考え方の違い・多様性」
を今までより深く考えられるようになったと手ごたえを感じています。

【 14 】学 び の 軌 跡 （ 児 童 生 徒 の 反 応、感 想 文、作 文、ノ ー ト な ど ）

参考資料：●『キャンプに行こう!!』 JICA横浜2020年度「教師国内研修実施報告書＆ワークショップ集」
●『たぶん、か～みんなで、遊びにいこう～』 JICA横浜2021年度「学校や地域で活用できる! 多文化共生ワークショップ集」
●「ハルとナツ  届かなかった手紙」ＮＨＫ総合テレビジョン

別添資料：授業で使用したカード類

農村イラスト　出典
　　　　　　　「il lust AC」　https ://www.ac- i l lust .com/main/deta i l .php? id=1030259&word

コインイラスト　出典
　　　　　　　　「il lusy8」　https :// images .app.goo.g l/ tQqDEcrDDo6NatCL7

【 13 】成 果 が 出 た 点

　授業での発言で、「それぞれの村が個人で、クラスは国だから…」というものがあった。「個人だ
けがよくても、チームとしてよくはなっていない」という観点で考えられる児童が増えたことが、
大きな成果であった。

【 12 】 改 善 点

　授業の反省点として、「個人の幸せで考えていたものが、突然全体につながっていった」「発想の
転換があり難しかったのでは」というものがあった。そのため、「村の幸せ→国全体の幸せ」の内
容をわけた方が、十分に思考を深められたのではと感じている。

　日本に生きる教育者として、「日本式の教育にこれからどう関わっていけるのか…。」これから
も模索していくことと思います。「現状維持が大切なのか」「何か変えていく必要があるのか」。 
…この報告書を見ていただいている先生方も、この研修を通じて、子どもたちの世界を少し広げる
手伝いをしてみませんか？
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MIZUKI YONEZAWA

氏　　名 米澤 瑞綺 学 校 名 神奈川県逗子市立沼間学校

担 当 教 科 等 全教科 対象学年（人数） 2年3組（37名）
実 践 年 月 日 も し く は 期 間（時 数） 2023年11月〜12月（3時間）

実 践 者

【C 主として集団や社会との関わりに関すること　18国際理解、国際親善　他国
の人々や文化に親しむこと。】

道 徳 科　

【（3）外国語を通して、言語やその背景にある文化に対する理解を深め、相手に配慮
しながら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。】

外国語活動

【 実 践 概 要 】

【 2 】単元 （活動）名

【 3 】授業テーマ（タイトル）と単元目標

【 1 】実 践 す る 教 科・領 域

【 4 】単 元 の 評 価 規 準

道徳科　外国語活動 外国にくらす人々の思いをしろう

ブラジル移民や日本にくらす外国人の大変さや喜びを知り、その人たちに親しみ
をもつこと。

〈 単 元 目 標 〉

〈 授業テーマ 〉「外国にくらす人々の思いを知ろう」

1 道 徳 的 心 情

2 徳 的 実 践 意 欲 と 態 度

　ブラジル移民について知る活動を通じて、異国に住む人々の苦楽について理解し、その心情を
想像している。

　異国に住む人々に対して、親しみをもち、関わろうとしている。

〈 関連する学習指導要領上の目標 〉

①移民の苦楽について考える活動を通じて、他者の思いを想像し、文化や価値観が異なる人々とも
関わっていこうとする心情を育てたいと考えたから。

②来年度から始まる「外国語教育」の導入単元としてALT（外国語指導助手）の外国人教員と関わっ
たり、外国語に触れたりして、外国語やその文化に対して親しみをもってほしいと考えたから。

　好奇心が強く、他者との関わり（他学年の児童や担任以外の教員）にも興味をもっているが、初め
ての環境や慣れない人との関わりには、消極的になる児童も少なくない。特に今回関わる外国人の
ALT とは、これまでほとんど関わることができていない。しかし、外国や異文化への興味は強く、
授業者が海外教員研修での経験を語った際は、たくさんの質問をする姿が見られた。

　児童たちには、将来、他者を思いやる気持ちをもつだけでなく、実際に助けたり、関わったりと、
行動を起こすことができる大人になってほしい。そのためには、まず他者に対してネガティブな不
安感ではなくポジティブな興味をもつことが大切である。ブラジル移民や、日本でくらす ALT の
生活やその心情について楽しく体験的に学ぶ活動を通して、他者と関わることの良さや、面白さに
ついて感じられるように指導したい。

【 5 】単元設定の理由・単元の意義 （児童/生徒観、教材観、指導観）

【 単 元 設 定 の 理 由 】

【 児 童 ／ 生 徒 観 】

【 指 導 観 】

時 小単元名 学習のねらい 学習活動 資料など

１ ボンジーア！
ブラジル

ブラジル文化（あいさつ、ダ
ンスなど）について知り、異
文化に親しみをもつ。

ブラジル文化についてテーマ（あいさつ・
ダンス・あそび・食べ物）ごとに、踊ったり、
写真をみて話したりして体験的に理解を
深める。
学習の後半に、ブラジル移民が土地を開
拓している写真を見せ、移民の存在につ
いて知る。また、次時への導入として「ブ
ラジルいみん」と「日系人」について簡単
に説明する。

2
本時

ブラジル 
生活ゲーム

外国でくらす人々の生活の
大変さや喜びを知る。

ブラジル生活ゲームをして、ブラジル移民
の生活や苦楽について体験的に理解す
る。
ブラジル移民になりきり、その気持ちを想
像してワークシートに記入・共有する。
日本にくらす外国人の生活やその気持ち
を想像し、共有する。

・ブラジル生活ゲーム
・ワークシート

【 6 】単 元 計 画（ 全 3時 間 ）
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3 ハロー！
R先生！

ALTとの交流を通じて、異
文化や日本でくらす外国人
に親しみをもつ。

ALTやALTの母国についてゲームや話を
聞くことを通じて親しみをもつ。
質問タイムに、日本での生活や心情につ
いて尋ねることで、異国に住む外国人に
ついて理解を深める。

【 7 】本 時 の 展 開（2時 間 目 ）

ゲームを通じて、いみんの気持ちを考えよう。
本 時 の ね ら い

過程・
時間

教員の働きかけ・発問
および学習活動・指導形態

指導上の留意点
（支援）

資料
（教材）

導入
（5分）

展開
（35分）

まとめ
（5分）

○前時に学んだ用語「ブラジル移民」「日系人」に
ついて確認する。

○めあてを確認する。

○ゲームの準備・ルール確認をする。
○ゲームを通じて、移民の生活について学ぶ。

○ワークシートに、「ブラジル移民」になりきって、
その気持ちを書く。

○書いたことを全体で共有する。

○日本にくらす外国人の生活を想像し、共有する。

○次時の活動（ALTへの質問、ALTからの母国 
紹介）について確認する。

・めあてを丁寧に確認し、「ゲームを通じて
学ぶ」という本時のねらいを確実に理解
させる。

・書き出しを指定し、書きやすいようにする。
・近くの児童と意見を交流しながら書いて
もよいことを伝える。

・喜怒哀楽それぞれに関連することを取り
上げる。

・ブラジル移民の学びとつなげて、日本に住
む外国人の生活にも喜怒哀楽があること
を想像させる。

海外移住資料
館の日系人の
写真

ブラジル生活
ゲーム

ワークシート

ブラジル移民について知る活動を通じて、異国に住む人々の苦楽について理解し、その心情を想像
している。（発言・ワークシート）

なし

● 授業実践について同僚に周知し、参観を呼びかけた。
● 他クラスでも「ブラジル生活ゲーム」を用いた授業を実施した。

【 8 】評価規準に基づく本時の評価方法

【 9 】学 習 方 法 及 び 外 部 と の 連 携

【 10 】学 校 内 外 で 国 際 理 解 教 育・授 業 実 践 を 広 め る 取 組

【 自 己 評 価 】

【 11 】苦 労 し た 点

　ブラジル移民や日系人という、児童に馴染みのない用語を理解させ、そのうえ自分の考えをもた
せること。
　写真などの視覚教材やゲームを通じて理解を促した。また、ワークシートにも意見を書きやすい
ような工夫（書き出しの指定や、なりきり吹き出し）をした。

【 12 】 改 善 点

　テーマ（ブラジル移民・日本にくらす外国人）が低学年児童にとって難しかった。本単元は高学
年の社会と関連させると、より学びの効果が期待できると思った。低学年で行う場合は、テーマを
異文化理解とし、ブラジル文化について知ることに留めるとよい。
　また、3時間構成の本単元では、ブラジル移民の歴史と変遷、日系人の現状を学ぶことができな
かった。これらのことまで理解させたい場合、もう少し時数を増やす必要がある。

【 13 】成 果 が 出 た 点

　児童が「海外に住むのは、大変なことも、楽しいこともある。」と、異国に住む人々の喜怒哀楽を
想像することができたこと。また、そのことをふまえて ALT と交流するとこで、ALT が日本での
生活を楽しめるように思いやりのある発言や、かかわりをする姿が見られたことが成果である。
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HITOMI NAGASHIMA

　移民は高学年児童にとっても難しいテーマである。そんなテーマに2年生の小さな児童たちと取
り組むことは、私にとって大きな挑戦となった。本報告書の12【改善点】には、テーマの変更をす
るべきと書いたが、本学級の児童たちは高学年児童顔負けに、移民について考え、自分の意見をも
つことができた。とても誇らしく思う。そんなかっこいい児童たちが、単元最後の ALT とのゲー
ムでは低学年児童らしく思いきりはしゃぎ、元気に歌って異文化を楽しんでいた。今回の挑戦を通
じて、児童たちの新たな面を知れたことが自分にとっての一番の学びとなった。

別添資料：ワークシート

【 15 】授業者による自由記述

児童が書いたワークシートの内容
● 言葉がわからないと、大変。
● ぼくも移民になってみたい。外国に住むのは楽しそう。
● 日本の食べ物はおいしいよ。と教えたい。

【 14 】学 び の 軌 跡 （ 児 童 生 徒 の 反 応、感 想 文、作 文、ノ ー ト な ど ）

氏　　名 長島　瞳 学 校 名 神奈川県藤沢市立高倉中学校

担 当 教 科 等 社会科 対象学年（人数） 中学2年生4クラス（研究授業は2年4組）

実 践 年 月 日 も し く は 期 間（時 数） 2023年12月

実 践 者

【 実 践 概 要 】

【 2 】単元 （活動）名

【 3 】授業テーマ（タイトル）と単元目標

【 1 】実 践 す る 教 科・領 域

【 4 】単 元 の 評 価 規 準

社会科　地理的分野 地理的分野　C日本の様々な地域
（3）日本の諸地域　関東地方

関東地方には全国で最も外国出身者が住む地域であり、今後も増加していくこと
が見込まれる。日本人のブラジル移住での経験をもとに作成したすごろくで遊
ぶことで、外国移住を擬似体験する。その体験をもとに、日本で外国出身者がど
のような思いで生活しているか想像し、日本（関東地方）での多文化共生につい
て考える。

〈 単 元 目 標 〉

〈 授業テーマ 〉「多文化共生・異文化理解」

1 知 識 及 び 技 能

2 思 考 力、判 断 力、表 現

3 主 体 的 に 学 習 に 取 り 組 む 態 度

関東地方には外国人が多く居住していることや、日本からブラジルへ移住した人々の歴史、日本
と世界の生活・文化の多様性を理解している。

ブラジルに住む日系移民や日本に住む外国人の思いを想像し、多文化共生について多面的・多角
的に考えることができる。

異文化や異なる文化をもつ人々を受容し、共生しようとする態度・能力を身につけている。
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　本校には外国につながりをもつ生徒が各クラス平均1名ほど在籍している。その中でも、特にブ
ラジルやペルーとのつながりをもつ生徒が多い。そういった生徒の多くは日本で生まれ育ってい
るため、クラスで過ごす中で外国とのつながりを意識することはほとんどない。しかし、本校に赴
任して、ミドルネームをからかうことで発生したケンカに遭遇したり、自分自身がマイノリティで
あること感じて、高校選択の際にあえて外国籍の生徒が多い学校を選択する生徒に出会ったりする
こともあった。
　多文化共生をテーマに本授業をすることで、外国につながりのある生徒が自分自身のルーツを学
ぶきっかけにし、外国人など様々な立場の人々の気持ちを考えられる生徒を育て、多文化共生を目
指す生徒を育成したいと考えた。

　ブラジル移住すごろくをすることで外国移住の苦労や喜びを擬似体験し、その経験をふまえて外
国から日本へ来た人々の経験を想像する。そして、私たちが住む地域は「多文化共生できているの
か」と自分たちを問いかけるきっかけとする。

　本学年には、外国とつながりをもつ生徒が各クラス在籍している。しかし、日本の生活に馴染ん
でいるため、彼らが外国とのつながりがあることを意識することは少なく、そういった生徒の背景
について知る機会はあまりない。
　また、本校の生徒は外国へ行った経験や外国人との出会いも少なく、異文化を肌身で感じる経験が
乏しい。さらに、前に学習した単元「近畿地方」で「インバウンド客が感じる日本の魅力」という問
いを投げかけた際には、日本がどのような魅力をもつ国かピンとこない生徒が多い印象であった。

　現状の生徒の様子から、外国人が日本でどのような経験をするか、一から想像することは難しい
と考えた。そこで、学年の保護者の方や鶴見に住むアルゼンチン出身の方にお願いした日本での経
験を述べたアンケートを生徒と共有することで、よりリアルに外国の方の経験を想像できるように
工夫を行った。

【 5 】単元設定の理由・単元の意義 （児童/生徒観、教材観、指導観）

【 単 元 設 定 の 理 由 】

【 単元の意義 】

【 生 徒 観 】

【 指 導 観 】

時 内容

1　
導入

1.関東地方の自然環境
● 関東地方の学習テーマ「多文化共生」

･フォトランゲージ
鶴見の多国籍スーパーの写真を読む

･関東地方には外国出身者が多いことを知る
･多文化共生という言葉について考える

 　「多文化共生とは? 多文化共生じゃない」

【6】単元計画

2 2.日本の首都　東京
3.東京大都市圏

3 4.第3次産業
5.関東地方の工業

4 5.関東地方の工業（続き）
6.大都市周辺の農業と山間部の過疎化

5
（本時）

単元のまとめ①
● 多文化共生を考えるために、多様な人々が暮らすブラジルへ移住した日本人の経験を擬似体験する 
（すごろくをする）

● ブラジルでの移住体験をして、思ったこと・気づいたこと・分かったことをシェアする
● 外国人が日本に移住した場合、どのような経験をするか考える 
（自分たちで日本に住む外国人の体験すごろくを作成する）
･参考資料：外国出身者にアンケートしてみた！（自作資料）

6 単元のまとめ②
● 作成したすごろくで遊ぶ
・遊び終わったら、他の班のすごろくを見て回る
・他の班のすごろくを見て、「なるほど」「確かに」と思ったマスを共有する

● 日本に住む外国人がどのような体験をしているかを考える
● 関東地方（日本）は多文化共生できているのか、このゲームを通して分かったこと・思ったことを考え、 
まとめ用紙に記入する

【 7 】 本 時 の 展 開

過程・
時間

教員の働きかけ・発問
および学習活動・指導形態

指導上の留意点
（支援）

資料
（教材）

導入 ・単元のテーマ「多文化共生」の確認
・多文化共生の先輩「ブラジル」への教師海外研
修の話を簡単に紹介

・	海外移住の擬似体験をするため、ブラジルでの
移住すごろくで遊ぶことを伝える

・全体指導の時は前を向いて行う

展開 ・ブラジル移住すごろくの遊び方を紹介 ・説明に集中できるように、道具関
係は説明後に配布

・コマを進めることに夢中にならず
に、解説スライドも読むことを伝え
る

・移住すごろく用紙
・コマとサイコロ
・解説スライド（クロー

ムブックで各班1台）

● みんなでやって欲しいこと

・始める時は「バモス」と元気に！

・「SimSim」はうなずき。「シンシン」

・「全力で喜ぶ」では、みんなで喜ぼう！
● マスにある「＋1」や「−1」の効果は 

1ターン1回のみの効果
● 順番を決め、「身体が強い」など特性を選ぶ
● ※マークのあるマス目に着いた時は、解説スラ

イドを読む。班で1台解説スライド用クローム

ブックを用意
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・ブラジル移住すごろくで遊ぶ
・早く終わった班は、全部の解説スライドを読み、
読み終わったら2回目を行う

・すごろくのマスやクローブブックのスライドを 
指でさすなどしながら、班で共有させる

→全体で何人か共有する

・コマやサイコロは手遊びの原因に
なるので回収

まとめ ・外国人が日本に移住した時バージョンでの、 
すごろくを各班で作成する。 
（次回、そのすごろくで遊ぶことを予告）

・考える材料として、外国人へのアン
ケートやクロームブックを使用

・付箋を使ってマスを作成 
（赤は良いこと、青は良くないこと）

・外国出身者にアン
ケートしてみた！ 
（添付資料）

・付箋2色

【 8 】評価規準に基づく本時の評価方法

1 知 識 及 び 技 能

2 思 考・ 判 断・ 表 現

3主体的に学習に取り組む態度

ワークショップ中の呟き、振り返り、まとめ用紙から、新しく得た知識を使用している場面が見
られるか。

生徒同士の発言や作成したすごろく、まとめ用紙からブラジルへ移住した日系人や日本に住む外
国人の思い、多文化共生について多面的・多角的に考えている様子が見られるか。

まとめ用紙から、多文化共生について、課題や実現できている点を自分ごととして考えている様
子が見られるか。

　ワークショップは4人前後の班員で行った。また、日本に住む外国人について考える材料として、
保護者や「多文化共生つるみの会」の学習会でお会いした方へアンケート（日本での移住の際の感
じたことなど）をお願いし、そのアンケート結果を生徒と共有した。

　本授業を校内の先生方に見ていただき、資料の共有も行った。また、2学年の総合的な学習の時
間で「神奈川学習」を行い、テーマの1つに「多文化共生」や「日本人の海外移住」を設定し、神奈
川県内に住む外国人やその文化、南米移住や日系外国人について調べ、発表する活動を行った。

【 9 】学 習 方 法 及 び 外 部 と の 連 携

【 10 】学 校 内 外 で 国 際 理 解 教 育・授 業 実 践 を 広 め る 取 組

【 11 】苦 労 し た 点

　単に楽しいすごろくゲームで終わらせだけでなく、どのような「問い」を最後に投げかけること
が生徒が多文化共生について考え続けることにつながるのかが一番悩んだ点であった。「外国人に
とって住みやすい国にするには？」「どんなところが課題？」「自分達にできることは？」といった
問いなども考えたが、「多文化共生ってできているのかな？」という問いを投げかけ、単元の最初
に考えた多文化共生という言葉にこだわることで、「できているような」「できていないような」安
易に答え出せない葛藤を含む問いに少しはなったのではないかと思う。
　また、多くの生徒は海外旅行の経験や外国人と接する機会がないため、異文化を身近に感じる体
験や、日本がどのような国であるか知る機会が乏しく、外国人が日本でどのような良さや生きにく
さを感じているかを想像させることに苦労した。

【 12 】 改 善 点

●1度目のすごろく（ブラジルへの移住体験）を行った後に、簡単な振り返りを行った。班では円滑
に意見を言い合っていたが、全体に共有することに躊躇する生徒が多く、あまり意見を拾うこと
ができなかった。そのため、気づいたことをワークシートなどに書かせてから共有することで、
生徒の意見を拾えるようにしていきたい。

●すごろくでのゲーム要素に夢中になり、解説スライドを見ない生徒や、自作すごろくを作る際に、
「スタートに戻る」「○回休み」などゲーム要素ばかりにこだわる生徒が一定数いた。

【 13 】成 果 が 出 た 点

●単元の最初に「多文化共生」という言葉について時間をかけて考えたことによって、最後のまとめ
の際に、多文化共生が「できている」「できていない」かを安直に判断することなく、様々な視点
から「多文化共生」について考えることができていた。

●まとめ用紙の中で「日本って結構いい国だと思った」という感想が複数見られ、知らなかった日本
の良さに気づくきっかけにもなっていた。

●アンケートやインターネットの情報を活用したことやそれぞれの班で作成したすごろくを共有し
たこと、前の単元で「インバウンド客は日本の何に魅力を感じているのか」という問いを事前に考
えていたことも、日本に住む外国人の思いを想像することに効果的であった。

①導入で問いかけた「多文化共生とは？」「多文化共生じゃない」

【14】学びの軌跡

多文化共生とは？
（生徒の回答例）
・他国の文化を拒否でなく、受け入れて色々な文化
と色々な人たちと生きていくこと

・お互いの文化的違いを認めあい、共に生きていく
こと

多文化共生じゃない
（生徒の回答例）
・差別、いじめ
・1つの文化を強制させること
・同調圧力
・他国の人を嫌ったり、他国の文化を拒否すること
・白豪主義

外 国 人 が 日 本 に 移 住 し た 時 に は ど の よ う な 経 験 を す る の か な？

ブラジルでの移住体験をしてみてどうだった？ （思ったこと・気づいたこと・分かったことをシェアする）
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②生徒の作成したすごろくのマスの例

③最後に問いかけた「多文化共生はできている？」
●できているかと言われたら微妙だと思います。コロナの時には、「コロナを持ってきたのは中国
人だ。持ってくるな」と騒がれてましたし。完全にできる国なんてきっと存在しないんでしょう
けどね。色々な価値観の人がいますから。ですが、もちろんできている人も多くいるので、そん
な人たちが増えていけたら嬉しいですね。私自身も完全にできているなんてとても言えませんが、
少しでもよりできるように心がけたいと思います。

●日本は外国人に対してあまり人種差別などをしていないし、実際にこの学校にいる子も楽しく過
ごせているから、多文化共生できていると考えました。外国人からしても日本は子どもや女性が
安全に暮らせるなど治安が良かったり、公共施設も充実していて暮らしやすいと思います。しか
し、外国人に限らず、日本は世界的にみてもいじめが多かったり、同調圧力が強いです。実際に
クラス内でも多数派の意見ばかりに流れが進んでいき少数派の自分の意見が言えなくなってしま
う状況になったこともありました。なので、誰の視点から見るかによって多文化共生であるか、
そうでないかが違うのではないかと思います。

●今はまだあまりできていないと思います。理由は多文化共生や異国文化を知れる機会が少なく、
知識があまりはっきりとないからです。また、外国人と関わる機会も少なく、どう接すれば良い
か分からないという現状などもあるからです。しかし、出来ていないところだけでなく出来てい
るところもあります。例えば、外国人の子供向けの国際教室が小学校や中学校にあったり、空港
や駅で外国の人が「迷わない」「使いやすい」ように色々な言語やピクトグラムが使われいたりす
ることです。

●私はどちらかというと出来ていないのかなと思います。理由は確かに外国人も多くいる地域もあ
るけど、全体で見たら表面上は愛想良くても内面は、うーん？みたいな人は多いのかなと思った
からです。日本人はそんなにわかりやすく示さないから決めつけは出来ないけど、無意識のうち
に壁を作って関わらないようにしている人もいるんじゃないかなーと思いました。

●まだ完全には多文化共生できていないと思う。他言語の看板など共生できてそうな部分もあるけ
ど、道とかで困ってそうな人がいても声をかけなかったり、怖いなという偏見を持っている人が
多いイメージがある。個人の偏見は人それぞれだから解決が難しいところが、日本人にとっても
海外の人にとっても課題だと思う。

　多文化共生をテーマに今回の研修を行うことで、考えれば考えるほど「多文化共生」という言葉が、
容易に答えの出せない深い意味をもつものであると感じた。生徒のまとめでも、「多文化共生はで
きているのか」「多文化共生はどのような状態なのか」と悩みながら答えている姿があり、これから
もこの問いを大切にし、多文化共生を目指すことのできる生徒を育てていきたいと思う。

【 15 】授業者による自由記述

（
資
料
）外

国
出
身
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
て
み
た
！（

原
文
の
ま
ま

、
も
し
く
は
グ
ー
グ
ル
翻
訳
の
ま
ま
掲
載
）
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YOSHIHIRO KAWASAKI

氏　　名 川崎 義碩 学 校 名 山梨県立甲府第一高等学校

担 当 教 科 等 特別活動 (LHR) 対象学年（人数） 2年7組（28名）
実 践 年 月 日 も し く は 期 間（時 数） 2023年12月11日～12月12日（2時間）

実 践 者

【 実 践 概 要 】

【 2 】単元 （活動）名

【 3 】授業テーマ（タイトル）と単元目標

【 1 】実 践 す る 教 科・領 域

【 4 】単 元 の 評 価 規 準

特別活動（ホームルーム活動） 多文化共生社会の実現に向けて
（教科書などは使用しない）

多文化共生を阻む要因は何かを考え、その要因を取り除くために一人一人がすべ
きことは何かを考える。

〈 単 元 目 標 〉

〈 授業テーマ 〉「多文化が共生するために何をすべきか？
　～ What would you do? ～」

1 知 識 及 び 技 能
●ブラジルにおいて、先人の日本人移住者が経験した困難や見出した幸福について理解すること
ができる。

●ブラジルへの先人の日本人移住者の経験と、今回の台湾への研修旅行での経験を比較すること
ができる。

●日本で暮らす外国にルーツがある人々が経験する困難について推測・調査することができる。

（1）多様な他者と協働する様々な集団活動の意義や活動を行う上で必要となることについて理解
し、行動の仕方を身に付けるようにする。

（2）集団や自己の生活、人間関係の課題を見いだし、解決するために話し合い、合意形成を図っ
たり、意思決定したりすることができるようにする。

〈 関連する学習指導要領上の目標 〉

2 思 考 力、判 断 力、表 現 等

3 主 学 び に 向 か う 力、人 間 性 等

●日本で暮らす外国にルーツがある人々が経験する困難を、すごろくの形でまとめることができる。
●外国にルーツのある人々が日本でより生活しやすくなるために必要なことについて考え、議論
することができる。

●多文化共生を阻害する要因やその解決方法について議論する。

●ペアワークやグループワークを通して、他者に配慮しながら自らの考えを伝えたり、他者の発言
を聞いて積極的に質問したりするなど、主体的・自律的にコミュニケーションを図ろうとする。

　今年度5月の新型コロナウイルスの5類への引き下げ以降、コロナ禍に停滞していた国際交流の
ニーズは堅調に回復している。所属校においても、台湾への研修旅行やオーストラリアの姉妹校へ
の短期研修など、数多くの国際交流事業が計画・実施されている。
　本校は、探究科を中心に「世界的な視野で考え、地域に貢献する人材や日本をリードする人材」
を育成することを教育目標として掲げている。その目標の実現にとって、異文化理解や多文化共生
について学ぶことは、外国語の習得と同様かそれ以上に重要であり、本年度の教員海外研修の成果
として考案した一連の授業を生徒に実施することによって、日本人と日本で暮らす外国にルーツが
ある人々との共生のために、自らがどのような行動を取ることができるのかを考える機会を提供し
たい。

　海外に移住した日本人が経験した困難や幸福について学ぶことをきっかけに、日本で生活する外
国にルーツがある人々が経験している困難や幸福について知り、多文化共生のために一人一人がで
きることは何かを考え、今後の日常生活で実践することができるようになる。

　対象生徒28名は、探究科に所属しており、授業実践者がクラス担任をしている。探究科とは、
探究活動などを通して、論理的思考力、国際的視野、英語によるコミュニケーション能力を獲得し、
グローカルリーダーとしてこれからの山梨、日本そして世界に貢献できる人材を育成することを目
的に設置された専門科である。対象生徒の多くは、異文化交流や社会的な問題に対して興味・関心
を有しており、向学心は非常に高い。また、対象生徒は、授業実践日の前の週に、4泊5日の日程
で台湾での研修旅行に参加しており、対象生徒全員が現地の高校生や大学生と国際交流を行う中で、
日本と台湾の文化的な違い共通性について考える機会を持つことができた。

【 単 元 設 定 の 理 由 】

【 単元の意義 】

【 生 徒 観 】

　コロナ禍では、米国を中心にアジア人に対する差別やヘイトクライムが頻発した。しかし、日本
で生活している限り、ほとんどの「日本人」は人種差別を経験することはなく、それゆえ、人種差
別を受ける側の気持ちや立場について考える機会は極めて限られている。今回の実践で使用する
「ブラジル移住すごろく」において、様々な事象を経験した主体は他でもない「日本人」であり、外
国で生活する過程で生じる種々の苦楽やアイデンティティーの変遷を、生徒がより自分ごととして

【 指 導 観 】

【 5 】単元設定の理由・単元の意義 （児童/生徒観、教材観、指導観）
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時 小単元名 学習のねらい 学習活動 資料など

１ 異文化に身を 
置くとはどの
よう な こと

～What 
would you 
do? ①～

（特別活動）

①日本人移住者がブラジル
で経験した苦楽を追体験
する。

②生徒が、外国で経験した
困難について考えさせる。

③日本で生活する外国に
ルーツがある人々が経験
している苦楽について推
測・調査させる。

・ブラジル移住すごろく
・ブラジル移住すごろくを通じて考えたこと
をBYODで記入させ、班内、教室全体で共
有する。

・台湾での研修旅行で、自らが困ったことや
カルチャーショックを受けたこと、すごろく
内の出来事の類似点や相違点について話
し合わせる。

・外国にルーツがある人々が日本で生活す
る上で、どのような苦楽があるのかを考え
させ、3種類の日本移住すごろく（学校編、
仕事編、日常生活編）を作成させる。

・マス目は合計10個に制限

・PPT（1時間目）
・ブラジル移住 
すごろく

・フォトランゲージ
および解説

・Forms①

・Forms②1&2

・すごろく台紙
・付箋4種類

2
本時

異文化に身を
置くとはどの
ようなこと？

～What 
would you 
do? ②～

（特別活動）

①日本で生活する外国に
ルーツがある人々が経験
している苦楽について推
測・調査させる。

②すごろくの結果を元に、
多文化共生について考え
る。

③生徒の考えを更に深化さ
せる。

・日本移住すごろくを完成させる。
・他のチームが作成したすごろくを体験する。
・各チームのすごろくについて全体で共有。

・多文化共生を阻む要因とその要因を取り
除く方法について考えさせる。

・多様性を阻む要因や解決策について更に
考えを深めていくための材料を提供する。

・PPT（2時間目）
・（生徒が作成した）
日本移住すごろく

・Forms③

・Forms④

【 6 】単 元 計 画（ 全 2時 間 ）

体感できるようにしたい。
　また、「日本移住すごろく」を作成する際には、「ブラジル移住すごろく」と台湾への研修旅行で
得た気づきを組み合わせて考えることで、日本で暮らす外国にルーツがある人々が感じる苦楽につ
いてより具体的に考えさせたい。
　さらに、多文化共生の実現に向けて一人一人が何をできるか考えさせる前には、多くの生徒がそ
の実現を阻害する要因であると考えると想定される「言語の問題」と「偏見・先入観」について、有
益な事例を紹介することで、より深い学びにつなげていきたい。

【 7 】本 時 の 展 開（2時 間 目 ）

過程・
時間

教員の働きかけ・発問
および学習活動・指導形態

指導上の留意点
（支援）

資料
（教材）

導入
（10分）

展開①
（20分）

1.簡単な前時の振り返りを行う 
● ブラジル移住すごろく 
● 台湾での気づき 
● ブラジルと台湾の類似点・相違点

2.本時の目標を提示する 
● 日本移住すごろく体験 
● 多文化共生のためにできること

3.3種類の日本移住すごろくを完成させる 
（学校編、仕事編、日常生活編）

4.すごろくゲーム実施 
● 種類を変えて2回実施 
● 1回5分×2回

5.最も印象に残った項目について話し合い、
共有する。

円滑に活動ができるようにPPTを 
用意しておく

本時の授業の見通しを持たせる

最終確認

自分の班が作成した以外のすごろく
を体験する

ワールドカフェ方式を用いて、3つ
の班の班員が混合するように指示
する。
生徒を指名して全体で共有する

・PPT（2時間目）

・（生徒が作成した） 
日本移住すごろく

・日本移住すごろく

展開②
（20分）

6.外国人と日本人の共生を阻む要因について
考えさせる 
【予想される生徒の反応】 
相手の言語を理解する 
相手に偏見を持たないなど

7.6の要因をどのように取り除くかについて 
考えさせる

8.7の解決方法について、さらに深く考えさせ
る。

BYODで回答させる

テキストマイニングを行うために、
なるべく名詞で回答させる

6の結果を提示する
（14の項目を参照）

・Forms③

・Forms④

・動画の紹介
［Whipple, 2019］

まとめ
（5分）

9.本時の授業について振り返る 
●多文化共生のために自分ができることは？ 
●言語学習だけではない異文化理解

多様性のメタファーを提示する ・PPT

外国にルーツがある人々と日本人の共生を阻む要因と、その解決策について考える。
本 時 の ね ら い
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●  「日本移住すごろく」についての気づきを共有する際には、ワールドカフェ方式に近い形式を用
いて、「学校班」、「仕事班」、「日常生活班」の生徒が上手く混じり合い、すごろく作成の過程で
それぞれの班で議論した内容や視点が共有できるように意識した。

● 本校所属のALTの教員から、日本で暮らす上で感じた苦楽について話を聞く。
● 教員海外研修の際にサンパウロ州立移民博物館で出会った20〜30代のガイドの方々のお話を参
考にして、「ブラジル移住すごろく」に登場する現代ブラジル社会における差別問題についての
項目を考えた。ガイドの1人は、自身もトルコからの移民であり、移民やホームレスの方への差
別的な言動が存在あることを教えてくれた。

● 本校の昼休みの全校放送にて、JICA教員海外研修について全校生徒に向けて報告（8月）。
● 2学年の英語コミュニケーション II、総合英語 II で、研修の動画や研修の内容について説明（9月）。
● オーストラリア研修の事前指導・事後指導として、本研修で作成した教材を用いて異文化理解に
ついて学習する（１〜３月）。

【 9 】学 習 方 法 及 び 外 部 と の 連 携

【 10 】学 校 内 外 で 国 際 理 解 教 育・授 業 実 践 を 広 め る 取 組

【 8 】評価規準に基づく本時の評価方法

1 知 識 及 び 技 能

2 思 考 力、判 断 力、表 現 力 等

3 学 び に 向 か う 力、人 間 性 等

● ブラジルにおいて、先人の日本人移住者が経験した困難や見出した幸福について理解すること
ができる。【記述】【観察】

● ブラジルへの先人の日本人移住者の経験と、今回の台湾への研修旅行での経験を比較すること
ができる。【記述】【観察】

● 日本で暮らす外国にルーツがある人々が経験する困難について推測・調査することができる 
【成果物（日本移住すごろく）】【観察】

●　 活動を通して考えたことや感じたことを周囲の人々と共有することができる【記述】【観察】
● 台湾研修での経験を参考にしながら、外国人と日本人がより相互を理解するために取るべき 
行動について考えることができる【記述】【観察】

● 仲間と積極的に関わり、活動に参加しようとしている。【観察】
● 多文化共生のために必要なことや自らが実践できることを、自分なりに考えようとしている。
【記述】【観察】

● 仲間の意見と自分の意見を整理し、建設的な意見や議論の視点を提供しようとしている。【観察】

【 自 己 評 価 】

【 11 】苦 労 し た 点

　限られた授業時数の中で、効率的・効果的に授業を展開することに最も苦労した。定期試験や学
校行事によって時間的な柔軟性が低い通常の授業の中では、新しい単元を取り扱う時間的な余裕は
あまりなかった。そのため、生徒一人一人が所持している BYOD を活用して、時間を節約しなが
ら生徒全員の意見を収集した。また、KJ 法などを介さずに、テキストマイニングの手法と取り入
れて、時間を節約して意見集約を行った。加えて、「日本移住すごろく」では、生徒が作るマス目
の数を各班合計10枚に制限して、すごろく制作の時間が長くなり過ぎないように注意した。しか
し、実際の授業を終えて、2時間の授業時数だけでは、情報の収集、整理・分析、表現・共有には短
すぎると感じ、思考の深まりが十分ではないと感じた。次回は、最低3時間の授業時数を確保した
い。

【 12 】 改 善 点

　（主に高校生などを想定して）本単元をより深い学びがあるものにするためには、葛藤や矛盾の中
で決断をしなければならない活動を取り入れるべきだと強く感じる。後述もするが、「多文化共生
社会の実現のために自分ができることは何か？」という質問に対しての生徒の回答は、「相手の文
化を理解・尊重する」、「過度な偏見や先入観を持たない」、「相手の言語を理解する」の3種類に大
別することができる。しかし、現実の社会では、お互いが譲れない価値観同士が衝突する可能性が
あり、また、授業の中でも動画で取り上げたように、言語の壁がない者同士でも人種による差別は
起こり得る。理想としての多文化共生が、葛藤や困難に直面した際に、どのように変容するのか。
多文化共生がお題目で終わらないためには何が必要であるのか。それらを考えさせることができ
れば、今回の単元はより深い学びにつながると強く感じた。本年度、同じブラジル研修に参加した
別の教員グループが作成した「幸せの村」という教材は、矛盾や葛藤を含んだ上での意思決定を行
うという内容であり、そちらの教材も参考にしたい。

【 13 】成 果 が 出 た 点

● 生徒たちの取り組み状況や振り返りを総合すると、難解なテーマではあったものの、グループ
ワーク中に無言になる時間が全くないないほどよく議論をしていたり、関連する自らの経験や家
族の話を議論の視点・材料として提供したりしていたという点で、非常に主体的に活動していた。

● すごろくというゲーム要素がある教材を使用したことで、ほとんどクラスの全員が楽しんで活動
に取り組むことができ、異文化理解や多文化共生に強い関心を持っていない生徒に対しても、良
い学びのきっかけを提供することができた。また、すごろくの各マス目の解説文を音読すること
をルールにしたため、その後の活動へ向けてレディネスを高めることができた。

● 台湾での研修旅行で自らが経験したことや感じたことを、日本で暮らす外国にルーツのある人々
の立場に上手く変換して考えることができていた。

● BYOD を利用して生徒の意見集約を行ったことで、自ら積極的に挙手をして発言をする生徒だ
けではなく、寡黙な生徒の意見も反映することができた。
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● 言葉が通じないなかで生活していた先人は本当に大変だったのだと知った。
● 移住することは大変なことがいっぱいだなと思ったけど、その中にも小さな幸福は沢山あると
思った。

● 自分に何か得意なことがあるのはいいことだなって思った 。
● 普通のすごろくと違って、属性ごとに進んだり戻ったりというのが違うため、平等なのかわから
ないし、少し理不尽に感じるところもあるけれど、たぶん実際も、　生まれた環境とか、その人
の性格、スペックによって、そういう差が生まれていたのかなと思う。

● 今回の台湾でも日本での当たり前は通用しなかったし、現地の人のことを考えながら生活するこ
とは大変だなと思った。

● 事前に避けることが難しいような不幸も少なくないことが印象的だった。

〈多様性を阻む要因〉　　※生徒の自由記述をテキストマイニング

● これをおじいちゃんやおばあちゃんの世代が経験していたと思うと、まだ遠くない過去なのかも
と思えた。 

● 現在の日本からは考えられない生活を昔のブラジル移住者は送っていたんだなと感じることがで
きた。 

● ブラジル＝コーヒーみたいなイメージしかなかったけど、日本とのかかわりや内情を知ることが
できて楽しかった。 とても面白くたくさん笑ったが、それはつまりそれだけ日本での暮らしと
ギャップがあるということなので、とても関心深かった。 

● 日本人でない人が日本にどのような印象を受けているのかを気になった。日系人が多い、という
ことで文化の面で日本と似通ったところが多いのかなと思ったが、全然そんなことはなくてそれ
が面白かった。

● 退去命令や収入を得られず借金が増えてしまうなど知らない土地で起こったら想像もできなそう
なことが当時の人たちに起こっていたことを知り、それでも頑張り続けた人はすごいなと思った。

〈ブラジル移住すごろくで印象に残ったこと〉　　※生徒の自由記述をテキストマイニング

【 14 】学 び の 軌 跡 （ 児 童 生 徒 の 反 応、感 想 文、作 文、ノ ー ト な ど ） ◆自由記述
● ほかの文化に慣れていない。ほかの国の食べ物や商品であっても、日本人好みにリメイクされて
いることがほとんどである。言語が通じない。ほかの国の人と交流する機会が少ない。

● 圧倒的に言葉の壁だと思う。風俗などの要因もかかわりはすると思うが、コミュニケーションを
とれない人に対しては、自分も一番警戒してしまうと思う。

〈自分にできること〉
● ほかの国の報道番組を見ること。言語が違うだけでなく、取り上げられている　　ニュースやそ
の取り上げられ方（日本では地震や津波などの災害の映像に人が映っていないが、そうでない国
もある）などの違いが顕著にみられると思うから。

● 他人の気持ちを考えて生活し、自分から見て不思議な行動や言動でその人のことを決めつけない
ようにしていきたい。

● 日本語以外の言語を学習して習得すること。なぜなら、台湾に行った際に日本語で書いてある商
品や日本語が話すことができる人に対して親しみやすさを感じたから。

● 簡単なことではあるが、今回双六を作ったように相手の立場になって考えるということは有効だ
と思う。それに基づいて、困っている人に声をかけられる人になりたい。

● 外国の文化を積極的に知ろうとすること。理由は多様な文化を事前に知っておくことで受け入れ
やすくなり外国人の方へ配慮することができるから。

● 他の多くの文化を知ること。文化を否定する根本的な要因は、自分には理解しえない文化だから
受け入れられない、という点にあると思う。まずは、他の文化を知って理解することが大切だと
考えたため。

● 自分と違うもの、違う習慣や行動、文化に出会ったとき、違和感を覚えても拒絶しない。思い込
みが差別的な見方を生む要因の一つだと思うから、思い込みをなくすのは難しいけど、そこから
差別につながらないようにすることならできると思ったから。

● 外国から来た人たちと信仰している宗教が異なった時や、自分たちの国のなかでの当たり前だと
思っていることと文化が異なる人たちの行動が異なった時に、その国のルールなどを押し付けて
しまったら多文化が共生できないと思います。そのため、自分にできることは、自分の住んでい
る国に他の国の出身の人が来た時に、その人の文化を理解して自分たちの文化を押し付けないこ
と、自分の価値観や固定概念で考えすぎないこと、色々な文化や考え方があるということを意識
してお互いの違いを尊重することだと思います。

● 食事、習慣などの文化の違いを知っておくこと。私の住む日本の文化圏では非常識でも、その国
にとっては常識かもしれない。そんな常識を非難、批判してしまわないようにするため。

● その人自身をありのままに受け止めることが大事だと思うので、「〇〇人だから、や性別、宗教」
などで差別をしたり、偏見を持ったりせずに接すること。

● 自らが暮らす環境での文化と他の文化を無理に融合させようとするのではなく、相違点を知るこ
と。いきなり他の文化が入ってくることで「私たちとは違うから」という理由で排除しようとし
ている気がする。そこで初めから何が違うのかを知っていれば共生できるのではないかと思う。
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参考資料：

［1］ WhippleChr is.（2019）.What Would You Do? 
参照日：2023年12月12日、
参照先：Poss ib le b ike th ief caught in the act:https ://youtu .be/q6rMcYzpsAA?s i=T_f jo7xb33XCnQ2N

［2］ 小野秀樹 .（2018）.中国人のこころ 「ことば」からみる思考と感覚 . 東京 : 集英社 .

［3］ 笠原敏彦 .（2015）.ふしぎなイギリス . 東京 : 講談社現代新書 .

　高校の英語科の教員として日々感じるのは、英語の授業の目的が対象言語の「獲得」に収斂し過
ぎてしまい、その言語が使用されている国々の文化・社会的背景を理解することや、異なる考えを
有している人々とどのように共生していくかなど、「言語の先」にあることの指導が二次的になっ
ているということです。今回我々が作成した「ブラジル移住すごろく」やそれに関連した授業者の
実践は、そのような問題意識の中から形作られました。日本国内では人種的な差別を受けることが
比較的少ない「日本人」が過去に海外で経験した苦難を知ることで、反対に、日本国内で生活する
外国にルーツがある人々の苦労に注目を当てることを授業の目的としています。そのため、「ブラ
ジル移住すごろく」の後にどのように授業を展開するかが、今回の単元では最も重要な点になると
思います。
　今回の海外研修では、教材として具体的な形をとることはなかったけれども、学校教育、教育制
度、社会福祉、自然環境など、幅広い分野で数多くの有益な視座を得ることができました。また、
帰国後は、自分の周りにある「ブラジル」に自然と注意が向くようになり、県内でもブラジルのこ
とをより理解するための勉強会やイベントが実施されていることも知りました。また、現地で活躍
されている JICA の職員や青年海外協力隊の隊員の方々が流暢なポルトガル語を話されていた姿
も、英語以外の言語的多様性について再考する良い機会となりました。来年度以降の教員海外研修
の訪問先がブラジルであるかは分かりませんが、個人旅行で地球の反対側まで行く機会はほとんど
ないと思います。日々の多忙な業務の中で、自らの成長のためにまとまった時間を確保することは
極めて困難だと思うので、もし迷っていたら教員海外研修に是非参加してみてください。必ずや貴
重な経験になると思います。

【 15 】授業者による自由記述 ◆生徒たちが作成した日本移住すごろくの写真　　※マス目は10個に制限した

【学校編】

【仕事編】

【日常生活編】
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◆授業で使用したパワーポイント（一部割愛）　　※スライドの見方：左→右 ◆授業で使用したMicrosoft Forms
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NAOKI TERAKAJI

【 4 】単 元 の 評 価 規 準

1 知 識 及 び 技 能
割り当てられた村（グループ）の条件を正確に理解し、必要な施設やインフラが何かを導き出す
ことができる

氏　　名 寺鍛冶 尚紀 学 校 名 神奈川県立二宮高等学校

担 当 教 科 等 英語 （ 論理 ・ 表現Ⅰ ） 対象学年（人数） 1年　2・3組（33名）
実 践 年 月 日 も し く は 期 間（時 数） 2023年11（1時間）

実 践 者

【 実 践 概 要 】

【 2 】単元 （活動）名

【 3 】授業テーマ（タイトル）と単元目標

【 1 】実 践 す る 教 科・領 域

論理・表現Ⅰ そこに住む全員が幸せになる村（国）を
作るには、何が必要か

限られた資源配分の中で、他の社会との共生の仕方について考える視野を持つ〈 単 元 目 標 〉

第1目標

〈 授業テーマ 〉「相互理解 、寛容 、共生 、資源配分」

高等学校　第1章総説　第3節　外国語科の目標より

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ，外国語による聞くこと、読むこと、
話すこと、書くことの言語活動及びこれらを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えな
どを的確に理解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を
次のとおり育成することを目指す。

※今回の実践では、英語で議論するには、生徒の現状の英語力では厳しいと判断したため、教師の説明および生徒同士の議論
はすべて日本語で敢えて行った。ただし、上記の目標の「外国語による」という部分以外は今回のワークの意義に合致して
いると考える

〈 関連する学習指導要領上の目標 〉

2 思 考 力、判 断 力、表 現 力 等

3 学 び に 向 か う 力、人 間 性 等

割り当てられた村（グループ）に必要な施設やインフラについて、グループ内で自分の意見を表
明することができる

割り当てられた村（グループ）に必要な施設やインフラについてグループ内で合意形成が取れる
ように、最後まで議論を続けることができる

　自分の所属するコミュニティーのことだけ考えれば良いのではなく、他のコミュニティーに住
む人たちの幸せも踏まえて、限りある資源をどう分かち合えば良いのか、考えるきっかけを作りた
かった

　現実の問題として、ある国や自治体が提供できる資源には限りがある。そのため、どのコミュニ
ティーも欲しい資源や施設がすべて手に入るとは限らないという社会の現実を踏まえ、社会に存在
するすべてのコミュニティーが幸せになるためには、何が必要で、どのようなアクションが求めら
れるか」という正解のない問いについて生徒が考える契機としたい。

　上述のように学習意欲が高いクラスであるが、一方で学力に対しては自信がない子が多いと考え
る。そのため、スモールステップを大切にした緻密な足場がけが教師には求められる。課題だけ
言い渡してあとは生徒にさせるのではなく、背後からの支援を細かに行いたい。

【 単 元 設 定 の 理 由 】

【 単元の意義 】

【 生 徒 観 】

　本校の生徒は、中学校の学習過程でつまずきを経験した生徒が多く、英語を教える際も、中学校
の習得事項からの教え直しを必要としている。一方、今回の授業を行った習熟度クラスの発展講座
は、学習に向かう姿勢はとても良い。また、普段は英語のコミュニケーション活動をペアで行わせ
ることが多く、非常に活発的に取り組んでいる。今回のワークショップでも、概ね意欲的に活動に
取り組んでいたと思う

【 児 童 ／ 生 徒 観 】

【 5 】単元設定の理由・単元の意義 （児童/生徒観、教材観、指導観）

【 6 】単 元 計 画（ 全 1時 間 ）

【 7 】本 時 の 展 開

　「自分の村の幸せだけを考えていれば良いわけではなく、条件が異なる他の村の幸せも考えなけ
ればいけない」ことに気づく

本 時 の ね ら い
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●「グループでの話し合いにおいて全員参加を促すため、はじめにワークシートを配布し、個人の
考え方を書かせてから、グループでの討議を開始させた。

● 条件カードを黒板に貼って終わりでなく、「この村にはこれが必要なはずだけど、どうすればい
い ?」「この村で、不要なカードや他の村に渡してもいいカードはある ?」などのセリフを授業者
がワークの参加者に投げかけることで、「すべての村をまとめて1つの国として考えた場合、最
初にもらったカードをそのまま持っていても良いのか」「他の村の状況を見て、他の村もそのまま
で良いのか」考えさせた。

【 9 】学 習 方 法 及 び 外 部 と の 連 携

　所属する村（グループ）が最大限幸せになるため、グループの話し合いに貢献できたか（ワーク
シートの記述、観察、発言）

過程・
時間

教員の働きかけ・発問
および学習活動・指導形態

指導上の留意点
（支援）

資料
（教材）

導入
（8分）

展開
（32分）

まとめ
（10分）

1）アイスブレイク
　「生きていくために必要なものは」について、ペアで

話し合わせる

2）ワークのねらいと流れを説明

3）5～6人グループに分けて、リーダー（村長）を決める

4）条件カード*を各村に配布し、村ごとに条件を確認
させる

　
5）施設カード*を黒板に掲示する
　
6）ワークシートを配布し、各自で「自分の村が幸せに

なるために必要な3つのもの」を施設カードの中か
ら選び、記入する

7）村の中で話し合い、村として意見をまとめる

8）各村のリーダーが集まり、欲しいカードを伝える 
（欲しいカードが重複した場合、じゃんけんで決める）

9）各村の条件カードを黒板に掲示して、その下に各村
がもらったカードも貼る

10）ワークシートに各自で振り返りを書く

身の回りの話をさせること
で、自己関連性を持たせる

PPTであらかじめまとめ、
ワークのねらいと流れを 
可視化する

欲しいカードを村の中で 
3つ決めているので、 8）は
3回実施する必要がある

PPT

＊条件カード：「自然災害
が多い」「犯罪率が高い」
など各村の状況を書いた
カード
＊施設カード：「病院」「警
察」など、社会生活を送る
上で必要と思われる施設
を書いたカード

ワークシート

【 8 】評価規準に基づく本時の評価方法

　授業当日、朝の職員打ち合わせにて、本ワークショップを行うことを全職員に伝えた。
　校内が授業観察週間だったこともあり、他学年の先生も多く見に来てくださり、普段と異なる授
業のスタイルを目にされたことが刺激になったようである。

【 10 】学 校 内 外 で 国 際 理 解 教 育・授 業 実 践 を 広 め る 取 組

【 自 己 評 価 】

【 11 】苦 労 し た 点

　グループワークの場合、積極的に発言する生徒・活動に参加する生徒がいる一方、受け身になり
がちな生徒も一定数いました。また、活動中の会話もグループや生徒によっては、課題や活動と関
係のない雑談が聞こえてくることもあり、こちらの意図に沿った動きを上手く誘導することに苦労
しました。

【 12 】 改 善 点

　グループワークの最中に話し合いに参加するのが苦手な生徒がいた場合、どう話し合いに参加さ
せるか、工夫が必要であると思います。また、生徒からの意見の引き出し方についても、小学生と
比較すると高校生はどうしても発言が控えめになってしまう傾向があるため、そこをどう上手く
ファシリテートするかが今後の課題です。

【 13 】成 果 が 出 た 点

　生徒の振り返りは丁寧かつ詳細に書かれているものが多く、こちらのメッセージがしっかり伝
わっていることが見て取れました。また、見にこられた先生からは、「生徒たちが考えながら結論
を出そうとチームで協力する姿勢が大変素晴らしかった」「ゲーム感覚で話し合いをさせていて、
前向きに取り組ませていた点が良かった」との声をいただきました。

生徒が書いた振り返りは、以下のとおりです。
● 自分の町だけのことを考えていると他の町の人たちが困る。思いやりや周りをよく見ることが
大事だなと思いました。

● ゲームを通して国について色々考えることができた。ゲーム楽しかった。
● みんなの幸せを考えるのは難しい。
● 話し合っても問題は絶対になくならないんだと思いました。
● すべての場所が良くなるのは難しいなと思った。平等で終わるのは無理に近いと思う。
● 足りない部分を補おうとして他の村から助けてもらう手段を取ったとしても、相手の村に都合が
あったりして上手くいかない時もある。受け入れる、受け入れないの判断も難しいと思った。

● それぞれの欠点をいろんな村と話し合って調整できたところがあったので、現実でも支え合って
いけたらいいと思いました。

【 14 】学 び の 軌 跡 （ 児 童 生 徒 の 反 応、感 想 文、作 文、ノ ー ト な ど ）
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別添資料：授業で使用したパワーポイント、ワークシート

　新しい学習指導要領において「主体的・対話的で深い学び」というキーワードが打ち出されまし
たが、高校における授業は、教科問わずいまだに多くが「教師主導の一斉授業による知識伝達型授
業」に留まっています。知識の習得を越えた部分での熟議型授業を筆者は目指しており、その点か
らも、今回のワークショップは「生徒主導による」「協働型」「課題解決授業」を達成できたと感じて
います。そのような授業を校内の先生方が見に来て、良い印象を持ってくださったのは嬉しかった
です。JICA 横浜の開発教育セミナーに2018年から通いはじめ5年、目指していたファシリテー
ト型授業を実際の生徒相手に成立させることができて、個人的にも達成感がありました。今後もこ
のようなワークを定期的に授業で行い、校内の先生方に限らず、校外にも発信する機会を作り、開
発教育の普及の貢献していきたいです。

【 15 】授業者による自由記述

● 1つの村が極端に発展しても、他の村が貧しくては国全体としての発展にはならないので、総合
的な広い視野で考えることが大切だと感じた。

● 地域の環境ごとにほしい物とかが違うから、面白かった。その地域にある悪いものをなくすため
にはほしいものと、その地域にある良いものをもっとよくするためには欲しいものがあるのが分
かった。

● 世界中のみんなが幸せに、元気に戦争がなく、平和に生きられたら良いのになと思いました。
● 自分の村だけで考えたら簡単で、手に欲しいものをゲットできるけど、周りの色々なことも含め
てどこも豊かにするのは難しい。誰かが我慢しなきゃだし、誰かが譲らなきゃいけない。これか
らの国を支える上で、どこか1つでも崩れたらどんどん崩れちゃうから、悪い部分を改善してど
れだけ継続していくかが大事かなって思いました。

● 課題を見つけて話し合ったりすることで、改善することもできるし、前よりも良くすることがで
きるのだと思った。

● 「平和に」「豊かに」と考えると悪い点が目立って、そこを潰していくことを1番に考えた。
● それぞれの国で良いところと足りないところがあるからお互いに補い合うことが大切だと思っ
た。自分の国がよければいいんじゃなくて、みんなが困ることなくいられる方法を考えたいと
思った。

● 全部必要だと思ったけど、世界にはそこまでするほどの財力がないからいつまで経っても解決
しないんだなと考えた。本当にすべての国が支え合っていたら、今頃全国の民が幸せなのかもと
思う。
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ご協力いただいた皆様

・かながわ開発教育センター（K-DEC）
・小野行雄氏（かながわ開発教育センター）
・公益財団法人海外日系人協会
・公益財団法人横浜市国際交流協会鶴見国際交流ラウンジ
・JICA横浜教師海外・国内研修過年度参加者の皆様

スタッフ

・JICA横浜　長縄慎吾
・JICA横浜　中野貴之
・株式会社メディア総合研究所（2023年度運営事務局）
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